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(57)【要約】
【課題】直接染料をケラチン繊維に結合する相互作用の性質、並びに繊維の表面及び／ま
たはコアからのその発色が、例えば繰り返されるシャンプーに関する微弱な相対的定着に
関与するため、直接染料の使用から得られる着色は一次的または半永久的な着色である。
更に、これらの繊維染色相互作用は、特に繊維中の染料の取り込みに関して、使用の間で
困難性を生じ、不十分な均一性の着色、及び／または着色の変化を導き得るであろう。こ
れらの課題を解決することを目的とする。
【解決手段】カチオン性モノ発色性ヒドラゾン染料を一つ以上のカチオン性基で置換する
ことによって、光またはシャンプーに関して、傷んだ髪に対してでさえ、当該染料の親和
性とその定着を改善可能であることが発見された。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下式（Ｉ）のポリカチオン性ヒドラゾン化合物、その互変異性体、並びにその酸との付
加塩及びその溶媒和物：
【化１】

［式中、
Ｗ１は下式（１）から（８）のヘテロ芳香族基を表し：

【化２】

式中、
＊Ｒ１基は以下のものを表し：
－水素；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ２０アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－アルキルカルボニル基（Ｒ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニル基（ＲＳＯ２－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アリールスルホニル基（Ｒ’ＳＯ２－）、式中、Ｒ’は任意に置換されたフェニルまた
はベンジル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は独立
に水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基は独立に
水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－臭素、塩素、またはフッ素から好ましくは選択されるハロゲン原子；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルカルボニルオキシ基（ＲＣＯ－Ｏ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表
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す；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－ＮＲ７Ｒ８基、式中、Ｒ７及びＲ８は互いに独立に以下のものを表す：
・水素原子；
・少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有するＣ１－Ｃ

４アルキル基であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同
一または異なっても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５から７の環のメンバーを含む飽
和または不飽和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる
；
・フェニル基；アミノフェニル基；４－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノフェニル基；メトキシフ
ェニル基；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ウレイド基（Ｎ（Ｒ）２－ＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ及びＲ’は互いに独立に、水素
原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルチオ基（Ｒ－Ｓ－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ’基は水素原子または
Ｃ１－Ｃ４アルキル基を表し、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－シアノ基；
－トリフルオロメチル基（ＣＦ３）；
＊Ｒ２及びＲ３基は、同一または異なっても良く、互いに独立に以下のものを表し：
－ハロゲン原子；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ１６アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルカルボニルオキシ基（ＲＣＯ－Ｏ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表
す；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－任意に置換されたアリールアミノ基；
－少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有する、同一ま
たは異なっても良い一つまたは二つのＣ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基
であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異な
っても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５から７の環のメンバーを含む飽和または不飽
和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基は互いに
独立に水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ウレイド基（Ｎ（Ｒ）２－ＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒは互いに独立にＣ１－Ｃ４アル
キル基を表し、Ｒ’は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は水素
またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルチオ基（Ｒ－Ｓ－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキ
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ル基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニル基（ＲＳＯ２－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－シアノ基（－ＣＮ）；
－トリフルオロメチル基（ＣＦ３）；
＊二つの隣接するＲ２基は、互いと、及びそれらが結合する炭素原子と共に、５または６
の環のメンバーを含む飽和または不飽和の、芳香族または非芳香族の（複素）環基を形成
することができる；
＊Ｒ７またはＲ８基の一方は、それらが結合する窒素原子、及びＮＲ７Ｒ８基については
オルト位に位置するＲ２基とともに、５または６の環のメンバーを含む置換または非置換
の飽和または不飽和複素環を形成することができる；
＊Ｒ７及びＲ８基は、それらが結合する窒素原子、及びＮＲ７Ｒ８基についてはオルト位
に位置するＲ２基とともに、５または６の環のメンバーを含む置換または非置換の飽和ま
たは不飽和複素環を形成することができる；
＊ｍは０から４の間の整数であり；ｍが４未満である場合、非置換炭素原子は水素原子を
有する；
＊Ｘは互いに独立にＮまたはＣＲ２を表し；
＊ｏは０から２の間の整数であり；ｏが２未満である場合、非置換炭素原子は水素原子を
有する；
＊二つの隣接するＲ３基は、互いと、及びそれらが結合する炭素原子と共に、６の環のメ
ンバーを含む置換または非置換の芳香族環を形成することができる；
＊Ｒ４基は、同一または異なっても良く、以下のものを表す：
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、または
それらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む一つ以
上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ２０アルキル基；前記アルキル基
はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－Ｃ１－Ｃ４トリメチルシリルアルキル基；
－任意に置換されたフェニル基；
－任意に置換されたベンジル基；
＊Ｒ５基は以下のものを表す：
－水素；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ２０アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－任意に置換されたフェニル基；
－任意に置換されたベンジル基；
－アルキルカルボニル基（Ｒ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニル基（ＲＳＯ２－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アリールスルホニル基（Ｒ’ＳＯ２－）、式中、Ｒ’は任意に置換されたフェニルまた
はベンジル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は独立
に水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基は独立に
水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
＊Ｒ５基は、ＮＲ５基についてオルト位に位置するＲ２基、及びＲ５で置換された窒素原
子と共に、５または６の環のメンバーを含む置換または非置換の飽和または不飽和複素環
を形成することができ；
＊Ｒ６基は以下のものを表す：
－水素；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
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またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ１６アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有する、同一ま
たは異なっても良い一つまたは二つのＣ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基
であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異な
っても良い少なくとも一つの他のヘテロ原子を任意に含む、５または６の環のメンバーを
含む任意に置換された飽和または不飽和または芳香族の複素環を任意に形成することがで
きる；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ウレイド基（Ｎ（Ｒ）２ＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒは互いに独立にＣ１－Ｃ４アルキ
ル基を表し、Ｒ’は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキ
ル基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ヒドロキシカルボニル基（ＨＯＯＣ－）；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）；
－任意に置換されたフェニル基；
－任意に置換されたベンジル基；
＊ｐは０から３の間の整数であり；ｐ’は０から４の間の整数であり；ｐが３未満である
、またはｐ’が４未満である場合、非置換炭素原子は水素原子を有する；
＊結合ａは、ＧＲ６基の炭素原子に複素環基Ｗ１を結合し；
＊Ｚは少なくとも一つの第四級化窒素原子を含むＣ２－Ｃ２０アルキレン基を表し；
＊結合ｂは、複素環基Ｗ１の窒素原子にカチオン基Ｚを結合し；
＊式（Ｉ）の化合物の電気的中性は、一つ以上の化粧品的に許容可能なアニオンＡｎ、ま
たは同一であってもなくても良い化粧品的に許容可能なアニオンＡｎの混合物によって確
保されている］。
【請求項２】
　Ｒ１基が以下のものから選択されることを特徴とする、請求項１に記載のポリカチオン
性化合物：
－水素；
－ヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基で任意に置換されたＣ１－Ｃ４アルキル基
；
－塩素原子：
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－Ｃ２－Ｃ４ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ２アルキル基を表す；
－非置換アリールオキシ基；
－ＮＲ７Ｒ８基、式中、Ｒ７及びＲ８は互いに独立に以下のものを表す：
・水素原子；
・少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有するＣ１－Ｃ

４アルキル基であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同
一または異なっても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５から７の環のメンバーを含む飽
和または不飽和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる
；
・フェニル基；４－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノフェニル基；メトキシフェニル基；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
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－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ’基は水素原子または
Ｃ１－Ｃ２アルキル基を表し、Ｒ基はＣ１－Ｃ２アルキル基を表す。
【請求項３】
　Ｒ２及びＲ３が互いに独立に以下のものから選択されることを特徴とする、請求項１ま
たは２に記載のポリカチオン性化合物：
－塩素原子；
－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、アミノ、チオ、Ｃ１－Ｃ２（（ジ）アルキル）
アミノ、Ｃ１－Ｃ２アルキルスルホニルアミノ、及びＣ１－Ｃ２アルキルスルホニル基か
ら選択される、同一であってもなくても良い一つ以上の基で任意に置換されたＣ１－Ｃ１

６アルキル基；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基
－（Ｃ２－Ｃ４）アルコキシカルボニル基；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－以下のもので任意に置換されたアミノ基：
・ヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有する、同一または異なっても良
い一つまたは二つのＣ１－Ｃ４アルキル基であって、前記アルキル基は、それらが結合す
る窒素原子と共に、５または７の環のメンバーを含む飽和または不飽和の任意に置換され
た複素環を任意に形成することができる；
・一つまたは二つのフェニル、アミノフェニル、またはメトキシフェニル基
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ基、式中、アミノ官能基はＣ１－Ｃ４アルキ
ル基で置換されるか非置換である；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アミノカルボニル基；
－アミノスルホニル、または（Ｃ１－Ｃ４）（ジ）アルキルアミノスルホニル基；
－（Ｃ１－Ｃ２）アルキルスルホニルアミノ基；
－（Ｃ１－Ｃ２）アルキルスルホニル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ基；
－フェニル基；
－トリフルオロメチル基；
－チオ基。
【請求項４】
　二つの隣接するＲ２基が、互いと、及びそれらが結合する炭素原子と共に、５または６
の環のメンバーを含む任意に芳香族の置換または非置換環基を形成することを特徴とする
、請求項１から３のいずれか一項に記載のポリカチオン性化合物。
【請求項５】
　二つの隣接するＲ３基が、互いと、及びそれらが結合する炭素原子と共に、６の環のメ
ンバーを有する置換または非置換芳香族環を形成することを特徴とする、請求項１から４
のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ４基が以下のものを表すことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の
化合物：
－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、一つまたは二つのＣ１－Ｃ２アルキル基で任意
に置換されたアミノから選択される基で任意に置換されたＣ１－Ｃ８、好ましくはＣ１－
Ｃ８アルキル基；
－Ｃ１－Ｃ４トリメチルシリルアルキル基；
－塩素、ヒドロキシル基、アミノ基から選択される一つまたは二つの基で任意に置換され
たフェニル基；
－塩素、ヒドロキシル基、アミノ基から選択される一つまたは二つの基で任意に置換され
たベンジル基。
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【請求項７】
　Ｒ５基が以下のものを表すことを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の
ポリカチオン性化合物：
－水素；
－少なくとも一つのヒドロキシル基、少なくとも一つのＣ１－Ｃ２アルコキシ基、または
少なくとも一つのヒドロキシカルボニル基で任意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル基；
－塩素、臭素、ヨウ素、またはフッ素のような少なくとも一つのハロゲン原子；または少
なくとも一つのヒドロキシル及び／またはアミノ基で任意に置換されたフェニル基；
－一つ以上のヒドロキシル及び／またはアミノ基で任意に置換されたベンジル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル基。
【請求項８】
　Ｒ５が、Ｒ５基についてオルト位に位置するＲ２基、及びＲ５で置換された窒素原子と
共に、５または６の環のメンバーを含む飽和または不飽和の置換または非置換の複素環を
形成することを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載のポリカチオン性化合
物。
【請求項９】
　Ｒ６基は以下のものを表すことを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の
ポリカチオン性化合物：
－水素；
－メチル、エチル、または２－ヒドロキシエチル基；
－アミノ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－メトキシカルボニル基；
－メチルカルボニルアミノ基（ＣＨ３ＣＯ－ＮＨ－）；
－メチルスルホニルアミノ基（ＣＨ３ＳＯ２－ＮＨ－）；
－ヒドロキシル及び／またはアミノ基、またはそれらの組み合わせで任意に置換されたフ
ェニル基；
－ヒドロキシル及び／またはアミノ基、またはそれらの組み合わせで任意に置換されたベ
ンジル基。
【請求項１０】
　Ｚがカチオン性Ｚを表し、後者が以下のＣ２－Ｃ２０アルキレン基を有利には表すこと
を特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記載のポリカチオン性化合物：
１－下式に対応する、同一であってもなくても良い一つ以上の基で中断されたもの：
【化３－１】
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【化３－２】

［式中、
－Ｒ９及びＲ１０は互いに独立に、Ｃ１－Ｃ８アルキル基；Ｃ１－Ｃ６モノヒドロキシア
ルキル基；Ｃ２－Ｃ６ポリヒドロキシアルキル基；（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル基；任意に置換されたフェニルのようなアリール基；任意に置換されたベン
ジルのようなアリールアルキル基；同一であっても異なっても良い一つまたは二つのＣ１

－Ｃ４アルキル基でアミンが置換されているＣ１－Ｃ６アミノアルキル基；（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルスルホニル基を表し；
－二つのＲ９基は、それらが結合する窒素原子と共に、５、６、または７の環のメンバー
を含む飽和または不飽和の任意に置換された環を形成できる；
－Ｒ１３は、同一または異なっても良く、水素原子、臭素、塩素、またはフッ素から選択
されるハロゲン原子、Ｃ１－Ｃ６アルキル基、Ｃ１－Ｃ６モノヒドロキシアルキル基、Ｃ

２－Ｃ６ポリヒドロキシアルキル基、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ基、Ｃ１－Ｃ４（ジ）アルキ
ルアミノ基、ヒドロキシカルボニル基、Ｃ１－Ｃ６アルキルカルボニル基、Ｃ１－Ｃ６チ
オアルキル基、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ基、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル基、
任意に置換されたベンジル基、メチル、ヒドロキシ、アミノ、及びメトキシ基から選択さ
れる一つ以上の基で任意に置換されたフェニル基を表し；
－Ａｎは有機または無機アニオン、あるいは有機または無機アニオンの混合物であり；
－ｔは０から３の間の整数であり、ｔ＜３であれば、非置換炭素原子は水素原子を有する
；
－ｖは１または２に等しい整数であり、好ましくは１に等しい］；
２－例えば酸素、窒素、硫黄、－ＣＯ－基、－ＳＯ２－基のような少なくとも一つのヘテ
ロ原子、またはそれらの組み合わせを含む一つ以上のヘテロ原子または基で任意に中断さ
れたもの；但しアゾ、ニトロ、ニトロソ、またはペルオキソ基がＺ基中に存在しない、ま
たはＺ基に結合しないことを条件とする；並びに
３－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ、
少なくとも一つのヒドロキシを任意に有する一つまたは二つのＣ１－Ｃ２直鎖状アルキル
基で置換されたアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）トリアルキルシリル、またはイミダゾール基から
選択される一つ以上の基で任意に置換されたもの。
【請求項１１】
　ＸがＣＲ２を表すことを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載のポリカ
チオン性化合物。
【請求項１２】
　下式に対応するもの、その互変異性体、並びにその酸との付加塩及びその溶媒和物であ
ることを特徴とする、請求項１から１１のいずれか一項に記載のポリカチオン性化合物：
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【化４－２】
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【化４－３】
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【化４－４】
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【化４－５】
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【化４－６】

［上式中、Ｒ１、Ｒ２、ｍ、及びＡｎは、上述と同じ意味を有し、Ｒは水素原子またはメ
チル基を表す］。
【請求項１３】
　化粧品的に許容可能な媒体中に、請求項１から１２のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の
一つ以上のポリカチオン性化合物を含む、ヒトのケラチン繊維の染色用組成物。
【請求項１４】
　－請求項１３に記載の染色用組成物をケラチン繊維に適用する工程；
－所望の効果を得るのに十分な期間、それを作用させる工程
を実施することを特徴とする、ヒトのケラチン繊維の染色方法。
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【請求項１５】
　請求項１３に記載の組成物を含む第一の区画と、少なくとも一つの酸化剤を含む組成物
を含む第二の区画とを含むことを特徴とする多区画装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、ポリカチオン性モノ発色性ヒドラゾン化合物、及びそのような化合物を含むヒ
トケラチン繊維の染色用組成物に関する。本願はまた、そのような組成物を含む染色方法
、及び多区画装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　直接染料を含む染色組成物で、ケラチン繊維、特に毛髪のようなヒトケラチン繊維を染
色することは既知に実施されている。これらの化合物は、繊維に対する特定の親和性を有
する着色及び発色化分子である。例えば、ニトロベンゼン、アントラキノン、ニトロピリ
ジン、アゾ、キサンテン、アクリジン、アジン、またはトリアリールメタンタイプの直接
染料、またはヒドラゾン官能基を含む芳香族直接染料を使用することが既知に実施されて
いる。
【０００３】
　アルカリ性酸化媒体中の縮合反応によって、ケラチン繊維内で実際に着色を形成する酸
化染料前駆体を使用して得られる発色とは異なり、直接染料はケラチン繊維に深くは浸透
せず、むしろ繊維の表面または表面近傍に位置し続ける。
【特許文献１】WO 95/15144
【特許文献２】WO-95/01772
【特許文献３】EP-714954
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　かくして、直接染料をケラチン繊維に結合する相互作用の性質、並びに繊維の表面及び
／またはコアからのその発色が、例えば繰り返されるシャンプーに関する微弱な相対的定
着に関与するため、直接染料の使用から得られる着色は一次的または半永久的な着色であ
る。更に、これらの繊維染色相互作用は、特に繊維中の染料の取り込みに関して、使用の
間で困難性を生じ、不十分な均一性の着色、及び／または着色の変化を導き得るであろう
。
【０００５】
　驚くべきことに、カチオン性モノ発色性ヒドラゾン染料を一つ以上のカチオン性基で置
換することによって、光またはシャンプーに関して、傷んだ髪に対してでさえ、当該染料
の親和性とその定着を改善可能であることが発見された。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　これらの目的及び他のものは本発明によって達成され、それ故本発明の主題は、下式（
Ｉ）のポリカチオン性モノ発色性ヒドラゾン化合物、その互変異性体、並びにその酸との
付加塩及びその溶媒和物である：
【化１】

［式中、
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Ｗ１は下式（１）から（８）のヘテロ芳香族基を表し：
【化２】

式中、
＊Ｒ１基は以下のものを表し：
－水素；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ２０アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－アルキルカルボニル基（Ｒ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニル基（ＲＳＯ２－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アリールスルホニル基（Ｒ’ＳＯ２－）、式中、Ｒ’は任意に置換されたフェニルまた
はベンジル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は独立
に水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基は独立に
水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－臭素、塩素、またはフッ素から好ましくは選択されるハロゲン原子；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルカルボニルオキシ基（ＲＣＯ－Ｏ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表
す；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－ＮＲ７Ｒ８基、式中、Ｒ７及びＲ８は互いに独立に以下のものを表す：
・水素原子；
・少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有するＣ１－Ｃ

４アルキル基であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同
一または異なっても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５から７の環のメンバーを含む飽
和または不飽和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる
；
・フェニル基；アミノフェニル基；４－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノフェニル基；メトキシフ
ェニル基；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
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基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ウレイド基（Ｎ（Ｒ）２－ＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ及びＲ’は互いに独立に、水素
原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルチオ基（Ｒ－Ｓ－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ’基は水素原子または
Ｃ１－Ｃ４アルキル基を表し、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－シアノ基；
－トリフルオロメチル基（ＣＦ３）；
＊Ｒ２及びＲ３基は、同一または異なっても良く、互いに独立に以下のものを表し：
－ハロゲン原子；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ１６アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルカルボニルオキシ基（ＲＣＯ－Ｏ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表
す；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－任意に置換されたアリールアミノ基；
－少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有する、同一ま
たは異なっても良い一つまたは二つのＣ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基
であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異な
っても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５から７の環のメンバーを含む飽和または不飽
和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基は互いに
独立に水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ウレイド基（Ｎ（Ｒ）２－ＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒは互いに独立にＣ１－Ｃ４アル
キル基を表し、Ｒ’は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は水素
またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルチオ基（Ｒ－Ｓ－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキ
ル基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニル基（ＲＳＯ２－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－シアノ基（－ＣＮ）；
－トリフルオロメチル基（ＣＦ３）；
＊二つの隣接するＲ２基は、互いと、及びそれらが結合する炭素原子と共に、５または６
の環のメンバーを含む飽和または不飽和の、芳香族または非芳香族の（複素）環基を形成
することができる；
＊Ｒ７またはＲ８基の一方は、それらが結合する窒素原子、及びＮＲ７Ｒ８基については
オルト位に位置するＲ２基とともに、５または６の環のメンバーを含む置換または非置換
の飽和または不飽和複素環を形成することができる；
＊Ｒ７及びＲ８基は、それらが結合する窒素原子、及びＮＲ７Ｒ８基についてはオルト位
に位置するＲ２基とともに、５または６の環のメンバーを含む置換または非置換の飽和ま
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たは不飽和複素環を形成することができる；
＊ｍは０から４の間の整数であり；ｍが４未満である場合、非置換炭素原子は水素原子を
有する；
＊Ｘは互いに独立にＮまたはＣＲ２を表し；
＊ｏは０から２の間の整数であり；ｏが２未満である場合、非置換炭素原子は水素原子を
有する；
＊二つの隣接するＲ３基は、互いと、及びそれらが結合する炭素原子と共に、６の環のメ
ンバーを含む置換または非置換の芳香族環を形成することができる；
＊Ｒ４基は、同一または異なっても良く、以下のものを表す：
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、または
それらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む一つ以
上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ２０アルキル基；前記アルキル基
はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－Ｃ１－Ｃ４トリメチルシリルアルキル基；
－任意に置換されたフェニル基；
－任意に置換されたベンジル基；
＊Ｒ５基は以下のものを表す：
－水素；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ２０アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－任意に置換されたフェニル基；
－任意に置換されたベンジル基；
－アルキルカルボニル基（Ｒ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニル基（ＲＳＯ２－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アリールスルホニル基（Ｒ’ＳＯ２－）、式中、Ｒ’は任意に置換されたフェニルまた
はベンジル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は独立
に水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基は独立に
水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
＊Ｒ５基は、ＮＲ５基についてオルト位に位置するＲ２基、及びＲ５で置換された窒素原
子と共に、５または６の環のメンバーを含む置換または非置換の飽和または不飽和複素環
を形成することができ；
＊Ｒ６基は以下のものを表す：
－水素；
－一つ以上のヘテロ原子で、及び／または酸素、窒素、硫黄、ＣＯ、ＳＯ、及びＳＯ２、
またはそれらの組み合わせから好ましくは選択される少なくとも一つのヘテロ原子を含む
一つ以上の基で任意に中断された、任意に置換されたＣ１－Ｃ１６アルキル基；前記アル
キル基はニトロ、ニトロソ、ペルオキソ、またはジアゾ官能基を含まない；
－少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有する、同一ま
たは異なっても良い一つまたは二つのＣ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基
であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異な
っても良い少なくとも一つの他のヘテロ原子を任意に含む、５または６の環のメンバーを
含む任意に置換された飽和または不飽和または芳香族の複素環を任意に形成することがで
きる；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ウレイド基（Ｎ（Ｒ）２ＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒは互いに独立にＣ１－Ｃ４アルキ
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ル基を表し、Ｒ’は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキ
ル基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ヒドロキシカルボニル基（ＨＯＯＣ－）；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）；
－任意に置換されたフェニル基；
－任意に置換されたベンジル基；
＊ｐは０から３の間の整数であり；ｐ’は０から４の間の整数であり；ｐが３未満である
、またはｐ’が４未満である場合、非置換炭素原子は水素原子を有する；
＊結合ａは、ＧＲ６基の炭素原子に複素環基Ｗ１を結合し；
＊Ｚは少なくとも一つの第四級化窒素原子を含むＣ２－Ｃ２０アルキレン基を表し；
＊結合ｂは、複素環基Ｗ１の窒素原子にカチオン基Ｚを結合し；
＊式（Ｉ）の化合物の電気的中性は、一つ以上の化粧品的に許容可能なアニオンＡｎ、ま
たは同一であってもなくても良い化粧品的に許容可能なアニオンＡｎの混合物によって確
保されている］。
【０００７】
　同様に、本発明の主題は、上述の式（Ｉ）の一つ以上のモノ発色性ヒドラゾン化合物を
含む、ヒトケラチン繊維、特に毛髪の染色用組成物である。
【０００８】
　本発明の別の主題は、
－前記染色組成物をケラチン繊維に適用する工程；
－所望の効果を得るのに十分な期間に亘り作用させる工程
を実施することを含む、ヒトのケラチン繊維の染色方法に関する。
【０００９】
　本発明は更に、本発明に係る組成物を含む第一の区画、及び少なくとも一つの酸化剤を
含む組成物を含む第二の区画を有する多区画装置に関する。
【００１０】
　本発明の変形例によれば、前記装置は、式（Ｉ）の一つ以上のポリカチオン性モノ発色
性染料を含む組成物を含む第一の区画、一つ以上のカップラーと任意に会合した一つ以上
の酸化ベースから選択される少なくとも一つの酸化染料前駆体を含む第二の区画、及び少
なくとも一つの酸化剤を含む組成物を含む第三の区画を含む。
【００１１】
　上述のヒドラゾン官能基を含む化合物は、繊維とのその親和性に関する利点に加えて、
紫色までの範囲であって良い着色を有し、そのような染料で従来達成されている色の範囲
を広げることが可能である。
【００１２】
　それらはまた、明色化アルカリ条件下で安定である。
【００１３】
　更にこれらの化合物は、一つ以上のリンカーアームで互いに結合したいくつかの発色団
を含む染料のための合成中間体を構成できる。
【００１４】
　しかしながら本発明の他の特徴及び利点は、本明細書及び提供されるであろう実施例を
読むことで、より明確に示されるであろう。
【００１５】
　以下の文脈では、他に記載がなければ、値の範囲を限界付ける限界値はこの範囲に含ま
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の目的のため、他に記載がなければ以下の意味を有する：
－アルキル基は直鎖状または分枝状である；
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－アルキル基または基のアルキル部分は、以下の群から選択される少なくとも一つの置換
基を含む場合に、「置換されている」と称される：
・ヒドロキシル；
・Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ；
・少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有する、同一または異なっても良い一つ以上の
Ｃ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基であって、前記アルキル基は、それら
が結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異なっても良い少なくとも一つの他のヘテ
ロ原子を任意に含む、５または６の環のメンバーを含む複素環を形成することができる；
－アリール若しくはヘテロアリール、または基のアリール若しくはヘテロアリール部分は
、以下のものから選択される炭素原子によって有される少なくとも一つの置換基を含む場
合に、「置換されている」と称される：
・ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ基、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ、
アシルアミノ、少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有する、同一または異なっても良
い二つのＣ１－Ｃ４アルキル基で置換されたアミノ基、または前記二つの基は、それらが
結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異なっても良い別のヘテロ原子を任意に含む
、５または７の環のメンバー、好ましくは５または６の環のメンバーを含む複素環を形成
することができるものから選択される一つ以上の基で任意に置換されたＣ１－Ｃ１６、好
ましくはＣ１－Ｃ８アルキル基；
・塩素、フッ素、または臭素のようなハロゲン原子；
・ヒドロキシル基；
・Ｃ１－Ｃ２アルコキシ基；Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ；
・少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有する、同一または異なっても良い一つ以上の
Ｃ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基、または二つの任意に置換されたＣ１

－Ｃ２アルキル基で置換されたアミノ基；
・アルキルカルボニル基（－ＮＲ－ＣＯＲ’）、式中、Ｒ基は水素原子、または少なくと
も一つのヒドロキシルを任意に有するＣ１－Ｃ４アルキル基であり、Ｒ’基はＣ１－Ｃ２

アルキル基である；
・（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ）、式中、Ｒ基は同一でも
異なっても良く、水素原子、または少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有するＣ１－
Ｃ４アルキル基である；
・ヒドロキシカルボニル基（ＨＯＯＣ－）；
・アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基である
；
・アルキルスルホニルアミノ基（Ｒ’ＳＯ２－ＮＲ－）、式中、Ｒ基は水素原子、または
少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有するＣ１－Ｃ４アルキル基であり、Ｒ’基はＣ

１－Ｃ２アルキル基、またはフェニル基である；
・アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は同一でも異なっても良く
、水素原子、または少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有するＣ１－Ｃ４アルキル基
を表す；
－非芳香族基または（複素）環基の環状または複素環状部分は、以下のものから選択され
る、炭素原子によって有される少なくとも一つの置換基を含む場合に、置換されていると
称される：
・ヒドロキシル基；
・Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ；
・アルキルカルボニルアミノ（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ’基は水素原子、または少
なくとも一つのヒドロキシルを任意に有するＣ１－Ｃ４アルキル基であり、Ｒ基はＣ１－
Ｃ２アルキル基、または少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有する、同一または異な
っても良い二つのＣ１－Ｃ４アルキル基で置換されたアミノ基であり、前記アルキル基は
、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異なっても良い少なくとも一つの
他のヘテロ原子を任意に含む、５または６の環のメンバーを含む複素環を形成することが
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できる。
【００１７】
　上述の通り、本発明の第一の主題は、上式（Ｉ）に対応する化合物からなる。
【００１８】
　本発明の変形例によれば、前記ポリカチオン化合物は、Ｗ１が下式の複素環基を表すよ
うなものである：
【化３】

【００１９】
　Ｒ３及びＲ４基、ｏ、ｐ’、ａ、及びｂは、上記のものと同じ意味を有する。
【００２０】
　本発明の有利な実施態様によれば、式（Ｉ）のポリカチオン性化合物は、とりわけＲ１

基が以下のものから選択されるようなものである：
－水素；
－ヒドロキシル；Ｃ１－Ｃ２アルコキシ；Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ；同
一であってもなくても良い一つまたは二つのＣ１－Ｃ２アルキルで置換されたアミノ；チ
オ（ＳＨ）；Ｃ１－Ｃ４チオアルキル（－ＲＳ）；（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル
；（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルから選択される、同一であってもなくても良い一つ
以上の基で任意に置換されたＣ１－Ｃ４アルキル基；
－アルキルカルボニル基（Ｒ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニル基（ＲＳＯ２－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アリールスルホニル基（Ｒ’ＳＯ２－）、式中、Ｒ’は任意に置換されたフェニルまた
はベンジル基を表す；
－（ジ）（アルキル）アミノスルホニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＳＯ２－）、式中、Ｒ基は独立
に水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；アリールスルホニル基（Ｒ’ＳＯ２－）、式
中、Ｒ’は任意に置換されたフェニルまたはベンジル基である；
－（ジ）（アルキル）アミノカルボニル基（（Ｒ）２Ｎ－ＣＯ－）、式中、Ｒ基は独立に
水素またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－塩素原子；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－Ｃ２－Ｃ４ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルカルボニルオキシ基（ＲＣＯ－Ｏ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ４アルキル基を表
す；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－ＮＲ７Ｒ８基、式中、Ｒ７及びＲ８は互いに独立に以下のものを表す：
・水素原子；
・少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有するＣ１－Ｃ

４アルキル基であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同
一または異なっても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５から７の環のメンバーを含む飽
和または不飽和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる
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・フェニル基；アミノフェニル基；４－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノフェニル基；メトキシフ
ェニル基；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ’基は水素原子または
Ｃ１－Ｃ４アルキル基を表し、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル基を表す。
【００２１】
　好ましくは、Ｒ１基は以下のものから選択される：
－水素；
－ヒドロキシル；Ｃ１－Ｃ２アルコキシ基で任意に置換されたＣ１－Ｃ４アルキル基；
－塩素原子：
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－Ｃ２－Ｃ４ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アルコキシカルボニル基（ＲＯ－ＣＯ－）、式中、ＲはＣ１－Ｃ２アルキル基を表す；
－非置換アリールオキシ基；
－ＮＲ７Ｒ８基、式中、Ｒ７及びＲ８は互いに独立に以下のものを表す：
・水素原子；
・少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有するＣ１－Ｃ

４アルキル基であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同
一または異なっても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５から７の環のメンバーを含む飽
和または不飽和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる
；
・フェニル基；４－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノフェニル基；メトキシフェニル基；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ’－）、式中、Ｒ基はＣ１－Ｃ４アルキル
基を表し、Ｒ’基は水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ’基は水素原子または
Ｃ１－Ｃ２アルキル基を表し、Ｒ基はＣ１－Ｃ２アルキル基を表す。
【００２２】
　本発明の特に好ましい実施態様によれば、Ｒ１基は、水素、塩素、ヒドロキシル、メチ
ル、エチル、２－ヒドロキシエチル基、２－メトキシエチル基、メトキシ、ヒドロキシカ
ルボニル基、メトキシカルボニル基、アミノ、（ジ）メチルアミノ、（トリ）エチルアミ
ノ、または（ジ）－２－ヒドロキシエチルアミノ基、ピロリドン基、フェニルアミノ、４
－メトキシフェニルアミノ、４－アミノフェニルアミノ、または４－Ｎ,Ｎ－ジエチルア
ミノフェニルアミノ基、メチルスルホニルアミノ基（ＣＨ３ＳＯ２－ＮＨ－）、またはメ
チルカルボニルアミノ基（ＣＨ３ＣＯＮＨ－）を表す。
【００２３】
　本発明の有利な変形例によれば、Ｒ１が－ＮＲ７Ｒ８基を表す場合、Ｒ７またはＲ８基
の一方は、それらが結合する窒素原子、及びＮＲ７Ｒ８基についてオルト位で位置するＲ

２基と共に、５または６の環のメンバーを含む飽和または不飽和の置換または非置換複素
環を形成する。
【００２４】
　かくして変形例によれば、－ＮＲ７Ｒ８基は、ヒドロキシルまたはメトキシで任意に置
換された芳香族環と共に、以下の基の位一つを形成することができる：
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【化４】

［式中、ｒは０または１である］。
【００２５】
　本発明の別の有利な変形例によれば、Ｒ１が－ＮＲ７Ｒ８基を表す場合、二つのＲ７及
びＲ８基は、それらが結合する窒素原子、及び－ＮＲ７Ｒ８基についてオルト位で位置す
るＲ２基と共に、５または６の環のメンバーを含む飽和または不飽和の置換または非置換
複素環を形成する。
【００２６】
　例えば、－ＮＲ７Ｒ８基は、ヒドロキシルまたはメトキシで任意に置換された芳香族環
と共に、以下の基の位一つを形成することができる：
【化５】

［式中、ｒは０または１である］。
【００２７】
　Ｒ２及びＲ３基に関しては、後者は互いに独立に、とりわけ以下のものから選択される
：
－塩素原子；
－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、アミノ、チオ、Ｃ１－Ｃ２（（ジ）アルキル）
アミノ、Ｃ１－Ｃ２アルキルスルホニルアミノ、及びＣ１－Ｃ２アルキルスルホニル基か
ら選択される、同一であってもなくても良い一つ以上の基で任意に置換されたＣ１－Ｃ１

６アルキル基；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；Ｃ２－Ｃ４ヒドロキシアルコキシ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシカルボニル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルオキシ基；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－少なくとも一つのヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有する、同一ま
たは異なっても良い一つまたは二つのＣ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基
であって、前記アルキル基は、それらが結合する窒素原子と共に、窒素と同一または異な
っても良い別のヘテロ原子を任意に含む、５または７の環のメンバーを含む飽和または不
飽和の任意に置換された任意に芳香族の複素環を任意に形成することができる；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ基；
－アミノカルボニル基、（Ｃ１－Ｃ４）（ジ）アルキルアミノカルボニル基；
－アミノスルホニル基、（Ｃ１－Ｃ４）（ジ）アルキルアミノスルホニル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ基；
－シアノ基（－ＣＮ）；
－フェニル基；
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－トリフルオロメチル基；
－チオ基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル基。
【００２８】
　好ましくは、Ｒ２及びＲ３基は、後者は互いに独立に、以下のものから選択される：
－塩素原子；
－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、アミノ、チオ、Ｃ１－Ｃ２（（ジ）アルキル）
アミノ、Ｃ１－Ｃ２アルキルスルホニルアミノ、及びＣ１－Ｃ２アルキルスルホニル基か
ら選択される、同一であってもなくても良い一つ以上の基で任意に置換されたＣ１－Ｃ８

アルキル基；
－ヒドロキシル基；
－Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；
－（Ｃ２－Ｃ４）アルコキシカルボニル基；
－任意に置換されたアリールオキシ基；
－以下のもので任意に置換されたアミノ基：
・ヒドロキシルまたはＣ１－Ｃ２アルコキシ基を任意に有する、同一または異なっても良
い一つまたは二つのＣ１－Ｃ４アルキル基であって、前記アルキル基は、それらが結合す
る窒素原子と共に、５または７の環のメンバーを含む飽和または不飽和の任意に置換され
た複素環を任意に形成することができる；
・一つまたは二つのフェニル、アミノフェニル、またはメトキシフェニル基
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ基、式中、アミノ官能基は（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル基で置換されるか非置換である；
－ヒドロキシカルボニル基；
－アミノカルボニル基；
－アミノスルホニル、または（Ｃ１－Ｃ４）（ジ）アルキルアミノスルホニル基；
－（Ｃ１－Ｃ２）アルキルスルホニルアミノ基；
－（Ｃ１－Ｃ２）アルキルスルホニル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ基；
－フェニル基；
－トリフルオロメチル基；
－チオ基。
【００２９】
　好ましくは、Ｒ２及びＲ３基は互いに独立に、塩素原子；メチル、エチル、２－ヒドロ
キシエチル、または２－メトキシエチル基；ヒドロキシル基；メトキシまたはエトキシ基
；メチルスルホニル基；メチルカルボニルアミノ基（ＣＨ３ＣＯＮＨ－）；ヒドロキシカ
ルボニル基；アミノ、（ジ）メチルアミノ、（ジ）エチルアミノ、または（ジ）－２－ヒ
ドロキシエチルアミノ基；ピロリドン基；メトキシカルボニルまたはエトキシカルボニル
基；フェニル基；メチルスルホニルアミノ基（ＣＨ３ＳＯ２ＮＨ－）；４－メトキシフェ
ニルアミノまたは４－アミノフェニルアミノ基を表す。
【００３０】
　本発明の特定の変形例によれば、二つの隣接するＲ２基は、互いと、及びそれらが結合
する炭素原子と共に、５または６の環のメンバーを含む任意に芳香族の置換または非置換
環基を形成する。とりわけ、この変形例の文脈で形成された芳香族基は、非置換フェニル
環である。
【００３１】
　本発明の有利な変形例によれば、二つの隣接するＲ３基は、互いと、及びそれらが結合
する炭素原子と共に、６の環のメンバーを有する置換または非置換芳香族環を形成する。
とりわけ、この変形例の文脈で形成された芳香族基は、非置換フェニル環である。
【００３２】
　Ｒ４基に関しては、とりわけ以下のものを表す：
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－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、一つまたは二つのＣ１－Ｃ２アルキル基で任意
に置換されたアミノから選択される基で任意に置換されたＣ１－Ｃ８、好ましくはＣ１－
Ｃ８アルキル基；
－Ｃ１－Ｃ４トリメチルシリルアルキル基；
－塩素、ヒドロキシル基、アミノ基から選択される一つまたは二つの基で任意に置換され
たフェニル基；
－塩素、ヒドロキシル基、アミノ基から選択される一つまたは二つの基で任意に置換され
たベンジル基。
【００３３】
　好ましくはＲ４基は、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプ
チル、オクチル、２－ヒドロキシエチル、３－メトキシプロピル、４－クロロフェニル、
フェニル、ベンジル、または３,４－ジヒドロキシベンジル基を表す。
【００３４】
　Ｒ５基に関しては、とりわけ以下のものを表す：
－水素；
－少なくとも一つのヒドロキシル基、少なくとも一つのＣ１－Ｃ２アルコキシ基、または
少なくとも一つのヒドロキシカルボニル基で任意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル基；
－塩素、臭素、ヨウ素、またはフッ素のような少なくとも一つのハロゲン原子；または少
なくとも一つのヒドロキシル及び／またはアミノ基で任意に置換されたフェニル基；
－一つ以上のヒドロキシル及び／またはアミノ基で任意に置換されたベンジル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル基；
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル基。
【００３５】
　特定の好ましい実施態様によれば、Ｒ５基は、水素原子、メチル基、エチル基、２－ヒ
ドロキシエチル基、２－メトキシエチル基、アセチル基（ＣＨ３ＣＯ－）、メチルスルホ
ニル基（ＣＨ３ＳＯ２－）、フェニル基、一つ以上のヒドロキシルまたはアミノまたはそ
れらの組み合わせで任意に置換されたベンジル基を表す。
【００３６】
　本発明のより好適な変形例によれば、Ｒ５基は、水素原子、メチル基、２－ヒドロキシ
エチル基；ＣＨ３ＣＯ－基、ＣＨ３ＳＯ２－基、または非置換ベンジル基を表す。
【００３７】
　Ｒ５はまた、Ｒ５基についてオルト位に位置するＲ２基、及びＲ５で置換された窒素原
子と共に、５または６の環のメンバーを含む飽和または不飽和複素環を形成することがで
き、それは非置換または置換されており、好ましくは非置換またはメチルで置換されてい
る。　
【００３８】
　式（Ｉ）では、Ｒ６基は好ましくは以下のものを表す：
－水素原子；
－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ、ア
ミノ、チオ、Ｃ１－Ｃ２（ジ）アルキルアミノ、チオ（－ＳＨ）、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、及び（Ｃ１－Ｃ４）チオアルキル
基から選択される、一つ以上の基で任意に置換されたＣ１－Ｃ４アルキル基；好ましくは
、ヒドロキシル基で任意に置換されたＣ１－Ｃ４アルキル基；
－少なくとも一つのヒドロキシルを任意に有する、同一または異なっても良い一つ以上の
Ｃ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたアミノ基；
－アルキルカルボニルアミノ基（ＲＣＯ－ＮＲ－）、式中、Ｒ基は互いに独立にＣ１－Ｃ

４アルキル基を表す；
－アルキルスルホニルアミノ基（ＲＳＯ２－ＮＲ’－）、式中、Ｒ及びＲ’基は互いに独
立に、水素原子またはＣ１－Ｃ４アルキル基を表す；
－ヒドロキシカルボニル基（－ＣＯＯＨ）；
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－Ｃ１－Ｃ２アルコキシカルボニル基；
－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ、ア
ミノ、及びＣ１－Ｃ２（ジ）アルキルアミノ基から選択される、一つ以上の基で任意に置
換されたフェニル基；好ましくは、ヒドロキシル及びアミノ基、またはそれらの組み合わ
せから選択される基で任意に置換されたフェニル基；
－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ、ア
ミノ、及びＣ１－Ｃ２（ジ）アルキルアミノ基から選択される、一つ以上の基で任意に置
換されたベンジル基；好ましくは、ヒドロキシル及びアミノ基、またはそれらの組み合わ
せから選択される基で任意に置換されたベンジル基。
【００３９】
　より好ましくは、Ｒ６基は以下のものを表す：
－水素；
－メチル、エチル、または２－ヒドロキシエチル基；
－アミノ基；
－ヒドロキシカルボニル基；
－メトキシカルボニル基；
－メチルカルボニルアミノ基（ＣＨ３ＣＯ－ＮＨ－）；
－メチルスルホニルアミノ基（ＣＨ３ＳＯ２－ＮＨ－）；
－ヒドロキシル及び／またはアミノ基、またはそれらの組み合わせで任意に置換されたフ
ェニル基；
－ヒドロキシル及び／またはアミノ基、またはそれらの組み合わせで任意に置換されたベ
ンジル基。
【００４０】
　とりわけ、Ｒ６基は水素原子を表す。
【００４１】
　本発明に係るポリカチオン性化合物は、ＺがＣ２－Ｃ２０アルキレン基である化合物か
らとりわけ選択される：
【００４２】
１－下式に対応する、同一であってもなくても良い一つ以上の基で中断されたもの：
【化６】

［式中、
－Ｒ９及びＲ１０は互いに独立に、Ｃ１－Ｃ８アルキル基；Ｃ１－Ｃ６モノヒドロキシア
ルキル基；Ｃ２－Ｃ６ポリヒドロキシアルキル基；（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル基；任意に置換されたフェニルのようなアリール基；任意に置換されたベン
ジルのようなアリールアルキル基；同一であっても異なっても良い一つまたは二つのＣ１
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－Ｃ４アルキル基でアミンが置換されているＣ１－Ｃ６アミノアルキル基；（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルスルホニル基を表し；
－二つのＲ９基は、それらが結合する窒素原子と共に、５、６、または７の環のメンバー
を含む飽和または不飽和の任意に置換された環を形成できる；
－Ｒ１３は、同一または異なっても良く、水素原子、臭素、塩素、またはフッ素から選択
されるハロゲン原子、Ｃ１－Ｃ６アルキル基、Ｃ１－Ｃ６モノヒドロキシアルキル基、Ｃ

２－Ｃ６ポリヒドロキシアルキル基、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ基、Ｃ１－Ｃ４（ジ）アルキ
ルアミノ基、ヒドロキシカルボニル基、Ｃ１－Ｃ６アルキルカルボニル基、Ｃ１－Ｃ６チ
オアルキル基、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ基、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル基、
任意に置換されたベンジル基、メチル、ヒドロキシ、アミノ、及びメトキシ基から選択さ
れる一つ以上の基で任意に置換されたフェニル基を表し；
－Ａｎは有機または無機アニオン、あるいは有機または無機アニオンの混合物であり；
－ｔは０から３の間の整数であり、ｔ＜３であれば、非置換炭素原子は水素原子を有する
；
－ｖは１または２に等しい整数であり、好ましくは１に等しい］；
２－例えば酸素、窒素、硫黄、－ＣＯ－基、－ＳＯ２－基のような少なくとも一つのヘテ
ロ原子、またはそれらの組み合わせを含む一つ以上のヘテロ原子または基で任意に中断さ
れたもの；但しアゾ、ニトロ、ニトロソ、またはペルオキソ基がＺ基中に存在しない、ま
たはＺ基に結合しないことを条件とする；並びに
３－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４（ポリ）ヒドロキシアルコキシ、
少なくとも一つのヒドロキシを任意に有する一つまたは二つのＣ１－Ｃ２直鎖状アルキル
基で置換されたアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）トリアルキルシリル、またはイミダゾール基から
選択される一つ以上の基で任意に置換されたもの。
【００４３】
　好ましくは、ＺはＣ２－Ｃ２０アルキレン基を表す：
１－下式に対応する、同一であってもなくても良い一つまたは二つの基で中断されたもの
：
【化７】

［式中、
－Ｒ９は互いに独立に、Ｃ１－Ｃ８アルキル基；Ｃ１－Ｃ６モノヒドロキシアルキル基；
（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル基；フェニル基；ベンジル基を表し；
－二つのＲ９基は、それらが結合する窒素原子と共に、５または６の環のメンバーを含む
飽和または不飽和の任意に置換された環を形成できる；
－Ｒ１３は、同一または異なっても良く、水素原子、Ｃ１－Ｃ６アルキル基、Ｃ１－Ｃ６

モノヒドロキシアルキル基、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ基、またはＣ１－Ｃ４（ジ）アルキル
アミノ基を表し；
－Ａｎは化粧品的に許容可能な有機または無機アニオン、あるいは化粧品的に許容可能な
有機または無機アニオンの混合物であり；
－ｔは０から３の間の整数であり、ｔ＜３であれば、非置換炭素原子は水素原子を有する
；
－ｖは１または２に等しい整数であり、好ましくは１に等しい］
；
２－ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ、Ｃ２－Ｃ４ヒドロキシアルコキシ、ヒドロキ
シを任意に有する一つまたは二つのＣ１－Ｃ２直鎖状アルキル基で置換されたアミノ、（
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Ｃ１－Ｃ３）トリアルキルシリル、またはイミダゾール基から選択される基で任意に置換
されたもの。
【００４４】
　本発明の有利な変形例によれば、本発明に係るポリカチオン性化合物は、ＸがＣＲ２を
表し、Ｒ２が同一であってもなくとも良く、上述の定義のものであるようなものである。
【００４５】
　とりわけ、本発明に係るポリカチオン性化合物は、下式に対応するもの、その互変異性
体、並びにその酸との付加塩及びその溶媒和物である：
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【００４６】
　上式中、Ｒ１、Ｒ２、ｍ、及びＡｎは、上述と同じ意味を有し、Ｒは水素原子またはメ
チル基を表す。
【００４７】
　これらの化合物は、以下の反応スキームの一つによって合成できる：
【化９－１】
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【化９－２】

【００４８】
　二価基ＲＤは、Ｚ基の性質によって選択されることに注意すべきである；ＬＧは一般的
に、臭素または塩素のようなハロゲン原子、あるいはメシルまたはトシル基である；Ａｎ
はこれらの脱離基ＬＧから由来する。
【００４９】
　トリカチオン性化合物を得るために、脱離基を含む化合物、例えばハロゲン化化合物は
、当業者に既知の態様で反応でき、第二のジカチオン性化合物合成の最終化合物と反応で
きる。結果として、末端アミン官能基の第四級化が実施されるであろう。
【００５０】
　ヒドラジン合成の第一の工程は、この化合物は市販品でなければ、第一の工程で、対応
するアミンを亜硝酸ナトリウムと酸性水性媒体中で反応させることにより、既知の態様で
実施できる。第二の工程では、亜鉛に基づく触媒を、酢酸及びエタノールの存在下で添加
する。
【００５１】
　従来では、この反応を０℃から１３℃の間、好ましくは０から９℃の間の温度で実施す
る。
【００５２】
　反応媒体から得られた生成物を単離することは必要ではない。
【００５３】
　ヘテロ芳香族ケトンまたはアルデヒドでのヒドラジン誘導体の縮合の第一の工程は、当
業者に既知の態様でその後実施される。
【００５４】
　前記反応は有利には、触媒量の酸、例えば酢酸、パラトルエンスルホン酸、クエン酸等
の存在下で実施される。
【００５５】
　この反応は通常、０℃から１００℃の間、好ましくは０℃から８０℃の間の温度で実施
される。
【００５６】
　従来では、前記反応は適切な溶媒の存在下で実施され、溶媒としては水、アルコール、
例えばメタノールまたはエタノールまたはイソプロパノール、ジクロロメタン、ジメチル
ホルムアミド、テトラヒドロフラン、１,３－ジメチル－２－オキソヘキサヒドロピリミ
ジン、Ｎ－メチルピロリドン、またはスルホランが挙げられる。式（１）から（８）の単
位の前駆体である化合物がかくして得られる。
【００５７】
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【００５８】
　とりわけこの工程は、二つの脱離基（前記反応スキーム中でＬＧ－ＲＤ－ＬＧと称され
る）を有する大量（一般的に５から１０当量）の誘導体を、事前の工程から得られる生成
物と反応させることを含む。
【００５９】
　例としてこの誘導体は、任意に置換されたα,ω－ジハロアルキル、例えば１,６－ジブ
ロモへキサン、１,５－ジクロロペンタン、または１,５－ジヨードへキサン、あるいはジ
アルキルスルホネートまたはジアリールスルホネート、例えば４－［（メチルスルホニル
）オキシ］ブチルメタンスルホネート、または７－｛［（４－メチルペンチル）スルホニ
ル］オキシ｝ヘプチル４－メチルベンゼンスルホネートであって良い。
【００６０】
　この反応は通常、５０℃から１３０℃の間、好ましくは６０℃から１１０℃の間の温度
で実施される。
【００６１】
　従来では前記反応は、適切な溶媒、例えば１,２－ジクロロエタン、トルエン、３,４,
５,６－テトラヒドロ－２（１Ｈ）－ピリミジノン（ＤＭＰＵ）、ジメチルホルムアミド
（ＤＭＦ）、またはＮ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）の不存在下または存在下で実施され
る。
【００６２】
　最終工程では、生成した生成物を求核試薬（第三級アミン）の存在下で反応させる。
【００６３】
　前記反応スキーム中でＮＲ３と称される第三級アミンは、式（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、
（ｄ）、（ｅ）、または（ｆ）のカチオン基の前駆体であり、本質的にイミダゾール、メ
チルイミダゾール、１－［４－（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）ブチル］－１Ｈ－イミ
ダゾール、またはトリメチルアミン、トリエチルアミン、またはＮ－メチルピロリドンの
ような第三級アミンに対応できる。
【００６４】
　この反応は通常、５０℃から１３０℃の間、好ましくは６０℃から１１０℃の間の温度
で実施される。
【００６５】
　従来では前記反応は、適切な溶媒、例えばジメチルホルムアミド、ブタノール、３,４,
５,６－テトラヒドロ－２（１Ｈ）－ピリミジノン（ＤＭＰＵ）、Ｎ－メチルピロリドン
（ＮＭＰ）、またはスルホランの存在下で実施される。
【００６６】
　とりわけ非制限的である例として、同一であってもなくても良いカチオンを含むジ、ト
リ、またはテトラカチオン性化合物を得ることが所望されることに依存して、以下の工程
が実施できる：
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【化１０】

【化１１】
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【００６７】
　本発明の別の主題は、化粧品的に許容可能な媒体中に、直接染料として、上述の式（Ｉ
）の一つ以上のポリカチオン性化合物を含む、ヒトのケラチン繊維、特に毛髪の染色用組
成物からなる。
【００６８】
　とりわけ本発明に係る組成物は、組成物の全重量に対して０．００１から１０重量％、
好ましくは０．０１から１０重量％の式（Ｉ）の化合物を含む。
【００６９】
　本発明に係る染色組成物は、式（Ｉ）のポリカチオン性化合物以外の一つ以上の更なる
直接染料を含むことができ、これらの更なる染料は特に、中性、酸性、またはカチオン性
ニトロベンゼン染料、中性、酸性、またはカチオン性アゾ染料、中性、酸性、またはカチ
オン性キノン直接染料、特にアントラキノン直接染料、アジン直接染料、とりアリールメ
タン直接染料、インドアミン直接染料、テトラアザペンタメチン型の染料、及び天然直接
染料から選択可能である。
【００７０】
　本発明によって使用できるベンゼンベースの直接染料としては、非制限的な態様で、以
下の化合物が挙げられる：
－１,４－ジアミノ－２－ニトロベンゼン；
－１－アミノ－２－ニトロ－４－（β－ヒドロキシエチルアミノ）ベンゼン；
－１－アミノ－２－ニトロ－４－ビス（β－ヒドロキシエチル）アミノベンゼン；
－１,４－ビス（β－ヒドロキシエチルアミノ）－２－ニトロベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルアミノ－２－ニトロ－４－ビス（β－ヒドロキシエチルアミ
ノ）ベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルアミノ－２－ニトロ－４－アミノベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルアミノ－２－ニトロ－４－（エチル）（β－ヒドロキシエチ
ル）アミノベンゼン；
－１－アミノ－３－メチル－４－β－ヒドロキシエチルアミノ－６－ニトロベンゼン；
－１－アミノ－２－ニトロ－４－β－ヒドロキシエチルアミノ－５－クロロベンゼン；
－１,２－ジアミノ－４－ニトロベンゼン；
－１－アミノ－２－β－ヒドロキシエチルアミノ－５－ニトロベンゼン；
－１,２－ビス（β－ヒドロキシエチルアミノ）－４－ニトロベンゼン；
－１－アミノ－２－トリス（ヒドロキシメチル）メチルアミノ－５－ニトロベンゼン；
－１－ヒドロキシ－２－アミノ－５－ニトロベンゼン；
－１－ヒドロキシ－２－アミノ－４－ニトロベンゼン；
－１－ヒドロキシ－３－ニトロ－４－アミノベンゼン；
－１－ヒドロキシ－２－アミノ４,６－ジニトロベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルオキシ－２－β－ヒドロキシエチルアミノ－５－ニトロベン
ゼン；
－１－メトキシ－２－β－ヒドロキシエチルアミノ－５－ニトロベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルオキシ－３－メチルアミノ－４－ニトロベンゼン；
－１－β,γ－ジヒドロキシプロピルオキシ－３－メチルアミノ－４－ニトロベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルアミノ－４－β,γ－ジヒドロキシプロピルオキシ－２－ニ
トロベンゼン；
－１－β,γ－ジヒドロキシプロピルアミノ－４－トリフルオロメチル－２－ニトロベン
ゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルアミノ－４－トリフルオロメチル－２－ニトロベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルアミノ－３－メチル－２－ニトロベンゼン；
－１－β－アミノエチルアミノ－５－メトキシ－２－ニトロベンゼン；
－１－ヒドロキシ－２－クロロ－６－エチルアミノ－４－ニトロベンゼン；
－１－ヒドロキシ－２－クロロ－６－アミノ－４－ニトロベンゼン；
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－１－ヒドロキシ－６－ビス（β－ヒドロキシエチル）アミノ－３－ニトロベンゼン；
－１－β－ヒドロキシエチルアミノ－２－ニトロベンゼン；
－１－ヒドロキシ－４－β－ヒドロキシエチルアミノ－３－ニトロベンゼン。
【００７１】
　本発明によって使用できるアゾ直接染料としては、特許出願WO 95/15144、WO-95/01772
、及びEP-714954に記載されたカチオン性アゾ染料が挙げられ、これらの内容は本発明の
挿入部分である。
【００７２】
　これらの化合物粗低は、とりわけ以下の染料が挙げられる：
－１,３－ジメチル－２－［［４－（ジメチルアミノ）フェニル］アゾ]－１Ｈ－イミダゾ
リウム塩、特にクロリド；
－１,３－ジメチル－２－［［４－アミノフェニル］アゾ］－１Ｈ－イミダゾリウム塩、
特にクロリド；
－１－メチル－４－｛［（メチルフェニルヒドラゾノ）メチル］ピリジニウム塩、特にメ
チルスルフェート。
【００７３】
　アゾ直接染料としては、Colour Index International, 3rd Editionに記載されている
以下の染料が挙げられる：
－Disperse Red 17；
－Acid Yellow 9；
－Acid Black 1；
－Basic Red 22；
－Basic Red 76；
－Basic Yellow 57；
－Basic Brown 16；
－Acid Yellow 36；
－Acid Orange 7；
－Acid Red 33；
－Acid Red 35；
－Basic Brown 17；
－Acid Yellow 23；
－Acid Orange 24；
－Disperse Black 9。
【００７４】
　１－（４’－アミノジフェニルアゾ)－２－メチル－４－ビス（β－ヒドロキシエチル
）アミノベンゼン、及び４－ヒドロキシ－３－（２－メトキシフェニルアゾ）－１－ナフ
タレンスルホン酸も挙げられる。
【００７５】
　キノン直接染料としては、以下の染料が挙げられる：
－Disperse Red 15；
－Solvent Violet 13；
－Acid Violet 43；
－Disperse Violet 1；
－Disperse Violet 4；
－Disperse Blue 1；
－Disperse Violet 8；
－Disperse Blue 3；
－Disperse Red 11；
－Acid Blue 62；
－Disperse Blue 7；
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－Basic Blue 22；
－Disperse Violet 15；
－Basic Blue 99；
並びに以下の化合物が挙げられる：
－１－Ｎ－メチルモルホリニウムプロピルアミノ－４－ヒドロキシアントラキノン；
－１－アミノプロピルアミノ－４－メチルアミノアントラキノン；
－１－アミノプロピルアミノアントラキノン；
－５－β－ヒドロキシエチル－１,４－ジアミノアントラキノン；
－２－アミノエチルアミノアントラキノン；
－１,４－ビス（β,γ－ジヒドロキシプロピルアミノ）アントラキノン。
【００７６】
　アジン染料として、以下の化合物が挙げられる：
－Basic Blue 17；
－Basic Red 2。
【００７７】
　本発明によって使用できるトリアリールアミン染料として、以下の化合物が挙げられる
：
－Basic Green 1；
－Acid Blue 9；
－Basic Violet 3；
－Basic Violet 14；
－Basic Blue 7；
－Acid Violet 49；
－Basic Blue 26；
－Acid Blue 7。
【００７８】
　本発明によって使用できるインドアミン染料として、以下の化合物が挙げられる：
－２－β－ヒドロキシエチルアミノ－５－［ビス－（β－４'－ヒドロキシエチル）アミ
ノ］アニリノ－１,４－ベンゾキノン；
－２－β－ヒドロキシエチルアミノ－５－（２'－メトキシ－４'－アミノ）アニリノ－１
,４－ベンゾキノン；
－３－Ｎ－（２'－）クロロ－４'－ヒドロキシ）フェニルアセチルアミノ－６－メトキシ
－１,４－ベンゾキノンイミン；
－３－Ｎ－（３'－クロロ－４'－メチルアミノ）フェニルウレイド－６－メチル－１,４
－ベンゾキノンイミン；
－３－［４'－Ｎ－（エチル、カルバミルメチル）アミノ］フェニルウレイド－６－メチ
ル－１,４－ベンゾキノンイミン。
【００７９】
　本発明によって使用できるテトラアザペンタメチン型の染料としては、以下の化合物が
挙げられる：
２－（（Ｅ）－｛（Ｅ）－［（１,３－ジメチル－１,３－ジヒドロ－２Ｈ－イミダゾール
－２－イリデン）ヒドラゾノ］メチル｝ジアゼニル）－１,３－ジメチル－１Ｈ－イミダ
ゾール－３－イウムクロリド；
２－｛（Ｅ）－［（１Ｚ）－Ｎ－（１,３－ジメチル－１,３－ジヒドロ－２Ｈ－イミダゾ
ール－２－イリデン）エタンヒドラゾノイル］ジアゼニル｝－１,３－ジメチル－１Ｈ－
イミダゾール－３－イウムクロリド；
４－メトキシ－２－（（Ｅ）－｛（１Ｅ）－１－［（２Ｅ）－（４－メトキシ－１－メチ
ルピリジン－２（１Ｈ）－イリデン）ヒドラゾノ］エチル｝ジアゼニル）－１－メチルピ
リジニウムクロリド；
１－メチル－２－（（Ｅ）－｛（１Ｅ）－１－［（２Ｅ）－（１－メチルピリジン－２（



(42) JP 2009-52017 A 2009.3.12

10

20

30

40

50

１Ｈ）－イリデン）ヒドラゾノ］エチル｝ジアゼニル）ピリジニウムクロリド；
１－（２－ヒドロキシエチル）－２－［（Ｅ）－（（１Ｅ）－１－｛（２Ｅ）－［１－（
２－ヒドロキシエチル）ピリジン－２（１Ｈ）－イリデン］ヒドラゾノ｝エチル）ジアゼ
ニル］ピリジニウムクロリド；
１－メチル－２－（（Ｅ）－｛（Ｅ）－［（２Ｅ）－（１－メチルピリジン－２（１Ｈ）
－イリデン）ヒドラゾノ］メチル｝ジアゼニル）ピリジニウムクロリド；
１－（２－ヒドロキシエチル）－２－［（Ｅ）－（（Ｅ）－｛（２Ｅ）－［１－（２－ヒ
ドロキシエチル）ピリジン－２（１Ｈ）－イリデン］ヒドラゾノ｝メチル）ジアゼニル］
ピリジニウムアセテート。
【００８０】
　本発明によって使用できる中性の更なる直接染料としては、ローソン、ジュグロン、ア
リザリン、パープリン、カルミン酸、ケルメス酸、パープロガリン、プロトカテクアルデ
ヒド、インジゴ、イサチン、クルクミン、スピヌロシン、及びアピゲニジンが挙げられる
。これらの中性性染料を含む抽出物または煎出物、特にヘンナベースの湿布及び抽出物の
使用が挙げられる。
【００８１】
　更なる直接染料は好ましくは、直ぐに使用できる組成物の全重量の０．００１から２０
重量％、より好ましくは約０．００５から１０重量％を占める。
【００８２】
　本発明の組成物はまた、参加染料前駆体である、少なくとも一つのカップラーとの混合
物としての少なくとも一つの酸化ベースを含むことができる。
【００８３】
　例として、それが存在するのであれば、各酸化ベースは、パラ－フェニレンジアミン類
、ビスフェニルアルキレンジアミン類、パラ－アミノフェノール類、オルト－アミノフェ
ノール類、複素環ベース、及び酸とのそれらの付加塩から選択できる。
【００８４】
　パラ－フェニレンジアミン類としては、例として、パラ－フェニレンジアミン、パラ－
トルイレンジアミン、２－クロロ－パラ－フェニレンジアミン、２,３－ジメチル－パラ
－フェニレンジアミン、２,６－ジメチル－パラ－フェニレンジアミン、２,６－ジエチル
－パラ－フェニレンジアミン、２,５－ジメチル－パラ－フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ－ジ
メチル－パラ－フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ－ジプロピル－パラ－フェニレンジアミン、
４－アミノ－Ｎ,Ｎ－ジエチル－３－メチルアニリン、Ｎ,Ｎ－ビス（β－ヒドロキシエチ
ル）－パラ－フェニレンジアミン、４－Ｎ,Ｎ－ビス（β－ヒドロキシエチル）アミノ－
２－メチルアニリン、４－Ｎ,Ｎ－ビス（β－ヒドロキシエチル）アミノ－２－クロロア
ニリン、２－β－ヒドロキシエチル－パラ－フェニレンジアミン、２－フルオロ－パラ－
フェニレンジアミン、２－イソプロピル－パラ－フェニレンジアミン、Ｎ－（β－ヒドロ
キシプロピル）－パラ－フェニレンジアミン、２－ヒドロキシメチル－パラ－フェニレン
ジアミン、Ｎ,Ｎ－ジメチル－３－メチル－パラ－フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ－（エチル
、β－ヒドロキシエチル）－パラ－フェニレンジアミン、Ｎ－（β,γ－ジヒドロキシプ
ロピル）－パラ－フェニレンジアミン、Ｎ－（４’－アミノフェニル）－パラ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ－フェニル－パラ－フェニレンジアミン、２－β－ヒドロキシエチルオキ
シ－パラ－フェニレンジアミン、２－β－アセチルアミノエチルオキシ－パラ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ－（β－メトキシエチル）－パラ－フェニレンジアミン、４－アミノフェ
ニルピロリジン、２－チエニル－パラフェニレンジアミン、２－β－ヒドロキシエチルア
ミノ－５－アミノトルエン、及び３－ヒドロキシ－１－（４’－アミノフェニル）ピロリ
ジン、並びにそれらの酸との付加塩が挙げられる。
【００８５】
　上述のパラ－フェニレンジアミン類としては、パラ－フェニレンジアミン、パラ－トル
イレンジアミン、２－イソプロピル－パラ－フェニレンジアミン、２－β－ヒドロキシエ
チル－パラ－フェニレンジアミン、２－β－ヒドロキシエチルオキシ－パラ－フェニレン
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ジアミン、２,６－ジメチル－パラ－フェニレンジアミン、２,３－ジメチル－パラ－フェ
ニレンジアミン、Ｎ,Ｎ－ビス（β－ヒドロキシエチル）－パラ－フェニレンジアミン、
２－クロロ－パラ－フェニレンジアミン、及び２－β－アセチルアミノエチルオキシ－パ
ラ－フェニレンジアミン、並びにそれらの酸との付加塩が特に好ましい。
【００８６】
　ビスフェニルアルキレンジアミン類としては、例として、Ｎ,Ｎ'－ビス（β－ヒドロキ
シエチル）－Ｎ,Ｎ'－ビス（４'－アミノフェニル）－１,３－ジアミノプロパノール、Ｎ
,Ｎ'－ビス（β－ヒドロキシエチル）－Ｎ,Ｎ'－ビス（４'－アミノフェニル）エチレン
ジアミン、Ｎ,Ｎ'－ビス（４－アミノフェニル）テトラメチレンジアミン、Ｎ,Ｎ'－ビス
（β－ヒドロキシエチル）－Ｎ,Ｎ'－ビス（４－アミノフェニル）テトラメチルレンジア
ミン、Ｎ,Ｎ'－ビス（４－メチルアミノフェニル）テトラメチレンジアミン、Ｎ,Ｎ'－ビ
ス（エチル）－Ｎ,Ｎ'－ビス（４'－アミノ－３'－メチルフェニル）エチレンジアミン、
及び１,８－ビス（２,５－ジアミノフェノキシ）－３,６－ジオキサオクタン、及びそれ
らの酸との付加塩が挙げられる。
【００８７】
　パラ－アミノフェノール類としては、例として、パラ－アミノフェノール、４－アミノ
－３－メチルフェノール、４－アミノ－３－フルオロフェノール、４－アミノ－３－クロ
ロフェノール、４－アミノ－３－ヒドロキシメチルフェノール、４－アミノ－２－メチル
フェノール、４－アミノ－２－ヒドロキシメチルフェノール、４－アミノ－２－メトキシ
メチルフェノール、４－アミノ－２－アミノメチルフェノール、４－アミノ－２－（β－
ヒドロキシエチルアミノメチル）フェノール、及び４－アミノ－２－フルオロフェノール
、並びにそれらの酸との付加塩が挙げられる。
【００８８】
　オルト－アミノフェノール類としては、例として、２－アミノフェノール、２－アミノ
－５－メチルフェノール、２－アミノ－６－メチルフェノール、及び５－アセトアミド－
２－アミノフェノール、及びこれらの酸との付加塩が挙げられる。
【００８９】
　複素環ベースとしては、例として、ピリジン誘導体、ピリミジン誘導体、及びピラゾー
ル誘導体が挙げられる。
【００９０】
　ピリジン誘導体として、例えば特許GB 1 026 978及びGB 1 153 196に記載された化合物
、例えば２,５－ジアミノピリジン、２－（４－メトキシフェニル）アミノ－３－アミノ
ピリジン、及び３,４－ジアミノピリジン、及びこれらの酸との付加塩が挙げられる。
【００９１】
　本発明で使用できる他のピリジン酸化ベースは、例えば特許出願FR 2801308に記載され
ている３－アミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン酸化ベースまたはそれらの付加塩であ
る。例として、ピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－３－イルアミン；２－アセチルアミノ
ピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－３－イルアミン；２－モルホリン－４－イルピラゾロ
［１,５－ａ］ピリジン－３－イルアミン；３－アミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－
２－カルボン酸；２－メトキシピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－３－イルアミン；（３
－）アミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－７－イル）メタノール；２－（３－アミノ
ピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－５－イル）エタノール；２－（３－アミノピラゾロ［
１,５－ａ］ピリジン－７－イル）エタノール；（３－アミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリ
ジン－２－イル）メタノール；３,６－ジアミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン；３,４
－ジアミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン；ピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－３,７－
ジアミン；７－モルホリノ－４－イルピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－３－イルアミン
；ピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－３,５－ジアミン；５－モルホリノ－４－イルピラゾ
ロ［１,５－ａ］ピリジン－３－イルアミン；２－［（３－アミノピラゾロ［１,５－ａ］
ピリジン－５－イル）－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］エタノール；２－［（３－ア
ミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－７－イル）－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］
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エタノール；３－アミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－５－オール；３－アミノピラ
ゾロ［１,５－ａ］ピリジン－４－オール；３－アミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－
６－オール；３－アミノピラゾロ［１,５－ａ］ピリジン－７－オール；並びにそれらの
酸との付加塩が挙げられる。
【００９２】
　ピリミジン誘導体としては、例えば特許DE 2359399；JP 88-169571；JP 05-63124；EP 
0770375、または特許出願WO 96/15765に記載された化合物、例えば２,４,５,６－テトラ
アミノピリミジン、４－ヒドロキシ－２,５,６－トリアミノピリミジン、２－ヒドロキシ
－４,５,６－トリアミノピリミジン、２,４－ジヒドロキシ－５,６－ジアミノピリミジン
、または２,５,６－トリアミノピリミジン、及びそれらの酸との付加塩、及び互変異性体
が存在する場合にはその互変異性体が挙げられる。
【００９３】
　ピラゾール誘導体としては、特許DE 3843892及びDE 4133957、並びに特許出願WO 94/08
969、WO 94/08970、FR-A-2 733 749、及びDE 195 43 988に記載された化合物、例えば４,
５－アジミノ－１－メチルピラゾール、４,５－ジアミノ－１－（β－ヒドロキシエチル
）ピラゾール、３,４－ジアミノピラゾール、４,５－ジアミノ－１－（４'－クロロベン
ジル）ピラゾール、４,５－ジアミノ－１,３－ジメチルピラゾール、４,５－ジアミノ－
３－メチル－１－フェニルピラゾール、４,５－ジアミノ－１－メチル－３－フェニルピ
ラゾール、４－アミノ－１,３－ジメチル－５－ヒドラジノピラゾール、１－ベンジル－
４,５－ジアミノ－３－メチルピラゾール、４,５－ジアミノ－３－ｔｅｒｔ－ブチル－１
－メチルピラゾール、４,５－ジアミノ－１－ｔｅｒｔ－ブチル－３－メチルピラゾール
、４,５－ジアミノ－１－（β－ヒドロキシエチル）－３－メチルピラゾール、４,５－ジ
アミノ－１－エチル－３－メチルピラゾール、４,５－ジアミノ－１－エチル－３－（４'
－メトキシフェニル）ピラゾール、４,５－ジアミノ－１－エチル－３－ヒドロキシメチ
ルピラゾール、４,５－ジアミノ－３－ヒドロキシメチル－１－メチルピラゾール、４,５
－ジアミノ－３－ヒドロキシメチル－１－イソプロピルピラゾール、４,５－ジアミノ－
３－メチル－１－イソプロピルピラゾール、４－アミノ－５－（２'－アミノエチル）ア
ミノ－１,３－ジメチルピラゾール、３,４,５－トリアミノピラゾール、１－メチル－３,
４,５－トリアミノピラゾール、３,５－ジアミノ－１－メチル－４－メチルアミノピラゾ
ール、または３,５－ジアミノ－４－（β－ヒドロキシエチル）アミノ－１－メチルピラ
ゾール、及びそれらの酸との付加塩が挙げられる。
【００９４】
　本発明の組成物に任意に存在する更なる酸化ベースは一般的に、染色組成物の全重量の
０．００１から２０重量％のおよその範囲、好ましくは０．００５から６重量％の範囲の
量で存在する。
【００９５】
　本発明に係る組成物が少なくとも一つの更なる酸化ベースを含むのであれば、ケラチン
繊維を染色するために従来使用される一つ以上のカップラーを含む。これらのカップラー
として、特にメタ－フェニレンジアミン（類）、メタ－ジフェノール（類）、ナフタレン
カップラー、複素環カップラー、及びそれらの付加塩が挙げられる。
【００９６】
　例として、１,３－ジヒドロキシベンゼン、１,３－ジヒドロキシ－２－メチルベンゼン
、４－クロロ－１,３－ジヒドロキシベンゼン、２,４－ジアミノ－１－（β－ヒドロキシ
エチルオキシ）ベンゼン、２－アミノ－４－（β－ヒドロキシエチルアミノ）－１－メト
キシベンゼン、１,３－ジアミノベンゼン、１,３－ビス（２,４－ジアミノフェノキシ）
プロパン、３－ウレイドアニリン、３－ウレイド－１－ジメチルアミノベンゼン、セサモ
ール、１－β－ヒドロキシエチルアミノ－３,４－メチレンジオキシベンゼン、α－ナフ
トール、２－メチル－１－ナフトール、６－ヒドロキシインドール、４－ヒドロキシイン
ドール、４－ヒドロキシ－Ｎ－メチルインドール、２-アミノ－３－ヒドロキシピリジン
、６－ヒドロキシベンゾモルホリン、３,５－ジアミノ－２,６－ジメトキシピリジン、１
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Ｎ－（β－ヒドロキシエチル）アミノ－３,４－メチレンジオキシベンゼン、及び２,６－
ビス（β－ヒドロキシエチルアミノ）トルエン、及びそれらの付加塩が挙げられる。
【００９７】
　本発明の組成物では、存在する場合には、カップラーは一般的に、染色組成物の全重量
の０．００１から２０重量％のおよその範囲、好ましくは０．００５から６重量％の範囲
の量で存在する。
【００９８】
　一般的に、本発明の文脈で使用できる酸化ベースとカップラーの付加塩は、特に酸、例
えば塩化水素酸、臭化水素酸、硫酸、アルキルスルホン酸（直鎖状または分枝状アルキル
部分はＣ１－Ｃ６である）、例えばメチルスルホン酸、クエン酸、コハク酸、酒石酸、乳
酸、トシル酸、任意に置換されたアリールスルホン酸、例えばベンゼンスルホン酸、また
はパラ－トルエンスルホン酸、リン酸、及び酢酸との付加塩から選択される。
【００９９】
　化粧品的に許容可能な媒体は、水、あるいは水と、十分に水溶性ではない化合物を可溶
化するための少なくとも一つの有機溶媒との混合物から一般的になる化粧品溶媒である。
有機溶媒として、例えばＣ１－Ｃ４低級アルカノール、例えばエタノール及びイソプロパ
ノール；ポリオール及びポリオールエーテル、例えば２－ブトキシエタノール、プロピレ
ングリコール、プロピレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエ
チルエーテル、及びジエチレングリコールモノメチルエーテル、並びに芳香族アルコール
、例えばベンジルアルコール、またはフェノキシエタノール、並びにそれらの混合物が挙
げられる。
【０１００】
　前記溶媒は好ましくは、染色組成物の全重量に対しておよそ１から４０重量％の間、よ
り好ましくはおよそ５から３０重量％の間の割合で存在する。
【０１０１】
　本発明に係る染色組成物は、毛髪染色組成物で一般的に使用される各種のアジュバント
、例えばアニオン性、カチオン性、非イオン性、両性、または両イオン性界面活性剤、あ
るいはそれらの混合物、アニオン性、カチオン性、非イオン性、両性、または両イオン性
ポリマー、あるいはそれらの混合物、無機または有機増粘剤、特にアニオン性、カチオン
性、非イオン性、及び両性ポリマー会合性増粘剤、抗酸化剤、浸透剤、金属イオン封鎖剤
、香料、緩衝剤、分散剤、コンディショニング剤、例えば揮発性または不揮発性の変性ま
たは未変性シリコーン、皮膜形成剤、セラミド、防腐剤、及び不透明化剤を含んでも良い
。
【０１０２】
　上記アジュバントは、組成物の全重量に対して０．０１から２０重量％の間のそれぞれ
についての量で存在する。
【０１０３】
　もちろん当業者は、このまたはこれらの任意の更なる化合物を選択するのに注意を払い
、本発明に係る染色組成物と固有に関連する有利な特性が、考慮される添加によって負に
損なわれない、または実質的に負に損なわれないようにするであろう。
【０１０４】
　本発明に係る染色組成物のｐＨは一般的に、およそ３から１２の間、好ましくはおよそ
５から１１の間である。ケラチン繊維を染色するために通常使用される酸性化剤または塩
基性化剤によって、あるいは別法として標準的な緩衝系を使用して、ｐＨを所望の値に調
節することができる。
【０１０５】
　酸性化剤として、例として、無機酸または有機酸、例えば塩化水素酸、オルトリン酸、
硫酸、カルボン酸、例えば酢酸、酒石酸、クエン酸、または乳酸、及びスルホン酸が挙げ
られる。
【０１０６】
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　塩基性化剤として、例として、アンモニア水、アルカリカーボネート、アルカノールア
ミン、例えばモノエタノールアミン、ジエタノールアミン、及びトリエタノールアミン、
及びそれらの誘導体、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及び下式（ＩＩ）の化合物が
挙げられる：
【化１２】

［式中、Ｗはヒドロキシル基またはＣ１－Ｃ４アルキル基で任意に置換されたプロピレン
基であり；Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、及びＲｄは、同一または異なっても良く、水素原子または
Ｃ１－Ｃ４アルキルまたはＣ１－Ｃ４ヒドロキシアルキル基を表す］。
【０１０７】
　本発明に係る染色組成物は、各種の形態、例えば液体、クリーム、ゲル、ペーストの形
態、またはケラチン繊維、特にヒトの毛髪の染色に適したいずれかの他の形態で存在して
良い。
【０１０８】
　本発明の方法は、上述のような本発明に係る組成物を前記繊維に適用する方法である。
【０１０９】
　特定の実施態様によれば、本発明の組成物は、所望の明色化を得るのに十分な期間に亘
り、酸化剤の存在下でケラチン繊維に適用される。
【０１１０】
　酸化剤は使用時に本発明の組成物に添加することができ、あるいはそれを含む酸化組成
物から開始して使用されても良く、それが本発明の組成物と当時にまたは連続して適用さ
れても良い。
【０１１１】
　特定の実施態様によれば、本発明に係る組成物は、少なくとも一つの酸化染料前駆体を
含む。
【０１１２】
　得られた混合物は、ケラチン繊維にその後適用される。
【０１１３】
　３分から１時間の間、好ましくは５から５０分の間のリーブイン時間の後、ケラチン繊
維を好ましくは水ですすぎ、任意にシャンプーで洗浄し、再び水ですすぎ、次いで乾かす
。
【０１１４】
　ケラチン繊維を染色するために従来使用される酸化剤は、例えば過酸化水素、過酸化尿
素、アルカリ金属ブロメート、過塩、例えばパーボレート及びパースルフェート、過酸、
及びオキシダーゼ酵素、例えばペルオキシダーゼ、２－電子オキシドレダクターゼ、例え
ばウリカーゼ、及び４－電子オキシゲナーゼ、例えばラッカーゼである。特定の実施態様
によれば、前記組成物は、パーオキシドタイプの酸化剤、及び／または過塩タイプの酸化
剤、例えば過酸化水素とパースルフェートの混合物、過酸化水素単独、またはパースルフ
ェート単独を含む。特定の有利な実施態様によれば、酸化剤は過酸化水素単独である。
【０１１５】
　酸化組成物は、毛髪を染色するための上述のような組成物で通常使用される各種のアジ
ュバントを含んでも良い。
【０１１６】
　本発明の別の主題は、上述のような染色組成物を含む第一の区画、及び少なくとも一つ
の酸化剤を含む組成物を含む第二の区画を含む多区画装置によって表される。
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【０１１７】
　変形例によれば、前記装置は、式（Ｉ）の一つ以上のポリカチオン性染料を含むが酸化
染料前駆体（ベース、カップラー）を含まない組成物を含む第一の区画、一つ以上の酸化
ベースから選択され、任意に一つ以上のカップラーと会合する少なくとも一つの酸化染料
前駆体を含む組成物を含む第二の区画、及び少なくとも一つの酸化剤を含む組成物を含む
第三の区画を含む。
【０１１８】
　この分野で使用できる染料及び成分の性質に関して記載されている情報は妥当性を維持
しており、記載の対応する部分に対して参照がなされる。かくして、第一、第二、及び第
三の区画の組成物は、ヒトのケラチン繊維を染色するために使用できる染料組成物の従来
の添加剤を含むことができる。
【０１１９】
　以下の実施例は、本発明を説明するように機能するが、本発明の性質を制限することは
ない。
【実施例】
【０１２０】
実施例１
化合物[5]の合成：1-(6-{3-[4-(1H-イミダゾール-1-イル]ブチル]-1H-イミダゾール-3-イ
ウム-1-イル}ヘキシル)-1-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}キノリニウムジブ
ロミドの合成
【化１３】

ＮＢ：化合物1及び2は市販品である。
【０１２１】
工程１
　8mlの水中の4.7ml(40mmol)の1-メチル-1-フェニルヒドラジン[1]を、温度計を備え、コ
ンデンサーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコに0℃（反応媒体の温度）で攪拌す
る。40mlのメタノール中の6.8g(40mmol)の4-キノリンカルボキサルデヒド[2]を、反応媒
体を0℃に維持しながらその後ゆっくりと添加する。その後、後者をゆっくりと環境温度
に供する。その後反応を環境温度で3時間維持し、その間黄色の沈降物が出現する。
【０１２２】
　その後形成された沈降物を真空下で濾過し、水で3回洗浄し、次いで強力な真空下で乾
かす。化合物[3]に対応する10.3gの黄色のパウダーが得られる。
【０１２３】
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　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[3]に従う。
【０１２４】
工程２
　温度計を備え、コンデンサーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、0.5gの
化合物[3]の存在下で、10mlの1,6-ジブロモヘキサンを80℃で攪拌する。4.5時間の反応の
後、暗橙色の反応媒体を環境温度に供する。沈降物が冷却の間で次第に形成される。
【０１２５】
　前記沈降物をその後真空下で濾過し、トルエンで洗浄し、次いで強力な真空下で乾かす
。化合物[4]に対応する0.775gの橙色のパウダーが得られる。
【０１２６】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[4]に従う。
【０１２７】
工程３
　90mlのアセトニトリルに溶解した中間体[4](4.5g,9mmol)と17gの1,4-ビス(1-イミダゾ
リル)ブタン(90mmol)を、温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた250mlの三口フラス
コ中で還流で攪拌する。7時間の還流の後、反応混合物を冷却し、次いで濃縮する；得ら
れた残余物をその後アルミナカラムクロマトグラフィーによって精製し、2.5gの化合物[5
]を得る。
【０１２８】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[5]に従う。
【０１２９】
実施例２：化合物[9]の合成：1-(6-{3-[4-(1H-イミダゾール-1-イル)ブチル]-1H-イミダ
ゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシル)-2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}キノ
リニウムジブロミドの合成
【化１４】

ＮＢ：化合物6は市販品である。
【０１３０】
工程１
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　8mlの水中の4.7ml(40mmol)の1-メチル-1-フェニルヒドラジン[1]を、温度計を備え、コ
ンデンサーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコに0℃で攪拌する。その後、40mlの
メタノール中に溶解した6.8g(40mmol)の2-キノリンカルボキシアルデヒド[6]をゆっくり
と添加する。その後、反応媒体を環境温度で3時間攪拌する。沈降物が反応の間でゆっく
りと形成される。この沈降物をその後真空下で濾過し、水で3回洗浄し、次いで強力な真
空下で乾かす。13.3gの化合物[7]が得られる。
【０１３１】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[7]に従う。
【０１３２】
工程２
　温度計を備え、コンデンサーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、触媒量
のKl(60mg)の存在下で、20mlの1,6-ジブロモヘキサンに溶解した5.22g(20mmol)の中間体[
7]を80℃で5日間攪拌する。反応後、反応媒体を環境温度に冷却する。沈降物が冷却の間
で次第に形成される。この沈降物をその後真空下で濾過し、酢酸エチルで洗浄し、次いで
乾かす。フラッシュシリカカラム精製の後、0.8gの化合物[8]が得られる。
【０１３３】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[8]に従う。
【０１３４】
工程３
　20mlのアセトニトリルに溶解した中間体[8](1.6g,3.2mmol)と6gの1,4-ビス(1-イミダゾ
リル)ブタン(32mmol)を、温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた250mlの三口フラス
コ中で還流で攪拌する。4時間の還流の後、反応媒体を冷却し、次いで濃縮し、得られた
残余物をその後アルミナカラムクロマトグラフィーによって精製し(MeOH/CH2Cl2=1/100か
ら1/10)、1.2gの化合物[9]を得る。
【０１３５】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[9]に従う。
【０１３６】
実施例３：化合物[13]の合成：1-(6-{3-[4-(1H-イミダゾール-1-イル)ブチル]-1H-イミダ
ゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシル)-2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}ピリ
ジニウムジブロミドの合成
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【化１５】

ＮＢ：化合物10は市販品である。
【０１３７】
工程１
　20mlのエタノール中の1.07g(10mmol)の2-ピリジンカルボキシアルデヒド[10]と1.22g(1
0mmol)の1-メチル-1-フェニルヒドラジン[1]を、温度計を備え、コンデンサーによって取
り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、3滴の酢酸の存在下で80℃で12時間攪拌する。
【０１３８】
　反応媒体の濃縮後、残余物を得る；前記残余物をNaHCO3の飽和溶液でpH8に中和し、次
いで酢酸エタノールで3回抽出する。有機相を組み合わせ、次いで硫酸マグネシウムで乾
かし、濾過して蒸発させ、2gの生成物[11]を得る。
【０１３９】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[11]に従う。
【０１４０】
工程２
　温度計を備え、コンデンサーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、15mlの
酢酸エチル中の2.1g(10mmol)の中間体[11]と24.4g(100mmol)の1,6-ジブロモへキサンを80
℃で15時間攪拌する。その後、暗黄色の反応媒体を環境温度に供する。冷却の間で沈降物
が次第に形成される。その後この沈降物を真空下で濾過し、酢酸エチルで洗浄し、次いで
乾かす。フラッシュシリカカラム精製の後（メタノール/ジクロロメタン：1/30から1/10
）、化合物[12]に対応する暗黄色のパウダーが得られる。
【０１４１】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[12]に従う。
【０１４２】
工程３
　20mlのアセトニトリルと5mlのエタノールからなる混合物中に溶解した中間体[12](1.5g
,2.7mmol)と5.1gの1,4-ビス(1-イミダゾリル)ブタン(27mmol)を、温度計を備え、コンデ
ンサーで取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で70℃で攪拌する。12時間の還流の後、反
応混合物を冷却し、次いで濃縮する；得られた残余物をその後アルミナカラムクロマトグ
ラフィーによって精製し(MeOH/CH2Cl2=1/100から1/10)、1.1gの化合物[13]を得る。
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【０１４３】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[13]に従う。
【０１４４】
実施例４：化合物[17]の合成：1-(6-{3-[4-(1H-イミダゾール-1-イル)ブチル]-1H-イミダ
ゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシル)-4-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}ピリ
ジニウムジブロミドの合成
【化１６】

ＮＢ：化合物14は市販品である。
【０１４５】
工程１
　1当量のN-メチルフェニルヒドラジン(58.76g;0.4809mol、化合物[1])を、コンデンサー
によって取り囲まれた三口フラスコ中で、50mlのエタノールに希釈し、1.5mlの酢酸を添
加する。次いで反応媒体を0℃で攪拌する。滴定漏斗を使用して、1当量の4-ピリジンカル
ボキシアルデヒド(51.5g;0.4808mol、化合物[14])を添加する。アルデヒドの添加の後、
反応媒体を13時間65℃で加熱する（オイルバスの温度)。
【０１４６】
　その後反応媒体を、水-氷(1/3)混合物中に注ぐ。次いで混合物を攪拌する。攪拌後、油
性残余物は黄色のパウダーを生じ、それを得る。次いでこのパウダーを濾過し、水で数回
洗浄する。乾燥後、83.9gの化合物[15]を得る。
【０１４７】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[15]に従う。
【０１４８】
工程２
　化合物[15](80.1g,0.379mol)を、コンデンサーによって取り囲まれた3lの三口フラスコ
中で、250mlのトルエン中に希釈する。混合物を80℃に供し、750mlのトルエン中の1,6-ジ
ブロモへキサン(1.94mol)の溶液を10分で添加する。反応の間で沈降物が形成される。4.5
時間の反応後、反応媒体を冷却し、次いで濾過する。
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【０１４９】
精製：得られた沈降物を200mlのトルエンで洗浄し、次いで100mlの石油エーテルで洗浄す
る。次いでこの沈降物を1lのジクロロメタンに溶解し、水で抽出する。有機相を水で4回
洗浄し、硫酸マグネシウムで乾かし、濾過し、次いで濃縮する。褐色のオイルが得られ、
それを50mlのトルエンで採取する。黄色の沈降物が得られ、それを濾過によって分離し、
次いで乾かし、黄色のパウダーの形態の95.1gの化合物[16]が得られる。
【０１５０】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[16]に従う。
【０１５１】
工程３
　50mlのアセトニトリル中に溶解した中間体[16](1.6g,3mmol)と5.7gの1,4-ビス(1-イミ
ダゾリル)ブタン(30mmol)を、温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた250mlの三口フ
ラスコ中で還流で攪拌する。12時間の還流の後、反応混合物を冷却し、次いで濃縮する；
得られた残余物をその後アルミナカラムクロマトグラフィーによって精製し(MeOH/CH2Cl2
=1/100から1/10)、1.05gの化合物[17]を得る。
【０１５２】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[17]に従う。
【０１５３】
実施例５：化合物[21]の合成：3-(6-{3-[4-(1H-イミダゾール-1-イル)ブチル]-1H-イミダ
ゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシル)-1-メチル-2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メ
チル}-1H-イミダゾール-3-イウムジブロミドの合成

【化１７】

ＮＢ：化合物18は市販品である。
【０１５４】
工程１
　50mlのエタノール中の2.2g(20mmol)の1-メチル-2-イミダゾールカルボキシアルデヒド[
18]と2.44g(20mmol)の1-メチル-1-フェニルヒドラジン[1]を、温度計を備え、コンデンサ
ーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、3滴の酢酸の存在下で80℃で攪拌する
。5時間の反応後、媒体を環境温度に戻し、溶媒を濃縮する；得られたパウダーをジエチ
ルエーテルで洗浄する。乾燥後、4gの化合物[19]を得る。
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【０１５５】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[19]に従う。
【０１５６】
工程２
　温度計を備え、コンデンサーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、1.1g(5m
mol)の中間体[19]と12ml(80mmol)の1,6-ジブロモへキサンを80℃で攪拌する。5時間の加
熱の後、反応混合物を環境温度に冷却する。冷却の間で黄色の沈降物が次第に形成される
。この沈降物をその後濾過し、次いで酢酸エチルで洗浄し、最後に強力な真空下で乾かし
、2.1gの化合物[20]を得る。
【０１５７】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[20]に従う。
【０１５８】
工程３
　70mlのアセトニトリルに溶解した中間体[20](1.2g,2.6mmol)と5gの1,4-ビス(1-イミダ
ゾリル)ブタン(26mmol)を、温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた250mlの三口フラ
スコ中で還流で攪拌する。6時間の還流の後、反応混合物を冷却し、次いで濃縮する；得
られた残余物をその後水中に溶解し、次いでジクロロメタンで抽出する。水性相を濃縮す
る。得られたパウダーをアルミナカラムクロマトグラフィーによって精製し(MeOH/CH2Cl2
=1/100から1/20)、1.02gの化合物[21]を得る。
【０１５９】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[21]に従う。
【０１６０】
実施例６：化合物[25]の合成：3-(6-{3-[4-(1H-イミダゾール-1-イル)ブチル]-1H-イミダ
ゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシル)-1-メチル-2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メ
チル}-1H-3,1-ベンズイミダゾール-3-イウムジブロミドの合成
【化１８】

ＮＢ：化合物22は市販品である。
【０１６１】
工程１
　50mlのエタノール中の2.4g(15mmol)の1-メチル-2-ホルミルベンズイミダゾール[22]と1
.8g(15mmol)の1-メチル-1-フェニルヒドラジン[1]を、温度計を備え、コンデンサーによ
って取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で60℃で攪拌する。18時間の反応後、反応媒体
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を環境温度に戻し、次いでアイスバスに注ぐ；沈降物が出現する。その後この沈降物を濾
過し、次いで水で洗浄し、最後に乾かす。3.9gの化合物[23]を得る。
【０１６２】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[23]に従う。
【０１６３】
工程２
　温度計を備え、コンデンサーによって取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、3.9g(14
.7mmol)の中間体[23]と23ml(147mmol)の1,6-ジブロモへキサンを100℃で攪拌する。5時間
の加熱の後、反応媒体を環境温度に冷却する。冷却の間で黄色の沈降物が次第に形成され
る。この沈降物をその後濾過し、次いで酢酸エチルで洗浄して乾かす。7gの化合物[24]を
得る。
【０１６４】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[24]に従う。
【０１６５】
工程３
　90mlのアセトニトリルに溶解した中間体[24](1.5g,3mmol)と5.7gの1,4-ビス(1-イミダ
ゾリル)ブタン(30mmol)を、温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた250mlの三口フラ
スコ中で還流で攪拌する。24時間の還流の後、反応混合物を冷却し、次いで濃縮する；得
られた残余物をアルミナカラムクロマトグラフィーによって精製し、1.1gの化合物[25]を
得る。
【０１６６】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[25]に従う。
【０１６７】
NB:1,4-ビス(1-イミダゾリル)ブタンの合成
【化１９】

　240mlのトルエンと100mlの水中の、35.2gのイミダゾール(0.52mol)、54gの1,4-ジブロ
モブタン(0.26mol)、100gの水酸化ナトリウム(2.5mol)、5.15gのテトラブチルアンモニウ
ムブロミド(0.016mol)を、コンデンサーによって取り囲まれた丸底フラスコ中で32時間還
流で攪拌する。冷却後、生成物が結晶化する。この生成物を濾過し、200mlの水から再結
晶化する。活性真空下での乾燥の後、前記化合物に対応する48gのベージュ色のパウダー
が得られる。
【０１６８】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される化合物の構造に従う。　
【０１６９】
実施例７：化合物[27]の合成
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【化２０】

【０１７０】
　10mlのDMPU中に溶解した中間体[16](2g,3.7mmol)と1-メチルイミダゾール(0.7g,3.7mmo
l)を、温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で90℃で攪拌
する。90℃で8時間後、反応混合物を冷却し、次いで酢酸エチルの溶液に注ぐ；沈降物が
出現する。次いでこの沈降物を濾過し、少量のメタノールで溶解し、再び酢酸エチルによ
って沈降する。次いで沈降物を濾過し、真空下で乾かし、2.5gの化合物[27]を得る。
【０１７１】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[27]に従う。
【０１７２】
実施例８：化合物[28]の合成：1-(6-{3-[4-(3-メチル-1H-イミダゾール-3-イウム-1-イル
)ブチル]-1H-イミダゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシル)-4-{(E)-[メチル(フェニル)ヒド
ラゾノ]メチル}キノリニウムジブロミドおよび4-メチルベンゼンスルホネート
【化２１】

【０１７３】
　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた50mlの三口フラスコ中で、中間体[5](0.12
3g,0.2mmol)、メチルp-トルエンスルホネート(0.149g,0.8mmol)を1.5mlのDMPU中に溶解し
、80℃で攪拌する。80℃で12時間後、混合物を冷却し、酢酸エチルに注ぐ；粘性の橙色の
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オイルが出現する。前記オイルを酢酸エチルで2回洗浄し、真空下で乾かし、0.097gの化
合物[28]を得る。
【０１７４】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[28]に従う。
【０１７５】
実施例９：化合物[29]の合成：4-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}-1-{6-[3-(
4-{3-[3-(トリメチルシリル)プロピル]-1H-イミダゾール-3-イウム-1-イル}ブチル)-1H-
イミダゾール-3-イウム-1-イル]ヘキシル}キノリニウムジブロミドおよびクロリド
【化２２】

【０１７６】
　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた50mlの三口フラスコ中で、中間体[5](0.12
3g,0.2mmol)、(3-クロロプロピル)(トリメチル)シラン(0.121g,0.8mmol)、および触媒量
のヨウ化カリウムを1.5mlのDMPU中に溶解し、95℃で攪拌する。95℃で48時間後、混合物
を冷却し、酢酸エチルに注ぐ。粘性の橙色のオイルが出現し、それをアルミナカラムクロ
マトグラフィーによって精製し、0.081gの化合物[29]を得る。
【０１７７】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[29]に従う。
【０１７８】
実施例１０：化合物[31]の合成：1-[6-(3-メチル-1H-イミダゾール-3-イウム-1-イル)フ
ェキシル]-2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}ピリジニウムブロミドおよび4-
メチルベンゼンスルホネート

【化２３】

【０１７９】
工程１
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　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた25mlの三口フラスコ中で、中間体[12](2.2
7g,5mmol)、イミダゾール(3.40g,50mmol)を、30mlのアセトニトリル及び11.4gのジイソプ
ロピルエチルアミン中で攪拌する。3時間の還流の後、反応媒体を冷却する；溶媒を蒸発
し、得られた残余物をクロマトグラフィーに供し(THF/MeOH：4:1)、2.0gの化合物[30]と
いくつかの不純物を得る。次いで生成物を80mlの酢酸エチルと2mlのメタノールに懸濁す
る。環境温度で12時間の攪拌後、黄色のパウダーを濾過し、真空下で乾かし、化合物[30]
に対応する1.6gの黄色のパウダーを得る。
【０１８０】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[30]に従う。
【０１８１】
工程２
　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた50mlの三口フラスコ中で、中間体[30](0.0
89g,0.2mmol)、メチルp-トルエンスルホネート(0.149g,0.8mmol)を1.5mlのDMPU中に溶解
し、80℃で攪拌する。80℃で9時間後、反応媒体を冷却し、酢酸エチルに注ぐ；粘性の黄
色のオイルが出現し、それを酢酸エチルで2回洗浄する。得られた黄色のオイルを真空下
で乾かし、0.061gの化合物[31]を得る。
【０１８２】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[31]に従う。
【０１８３】
実施例１１：化合物[32]の合成：2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}-1-(6-{3
-[3-(トリメチルシリル)プロピル]-1H-イミダゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシル)ピリジ
ニウムブロミドおよびクロリド
【化２４】

【０１８４】
　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた50mlの三口フラスコ中で、化合物[30](0.0
88g,0.2mmol)、(3-クロロプロピル)(トリメチル)シラン(0.121g,0.8mmol)、及び触媒量の
ヨウ化カリウムを1.5mlのDMPU中に溶解し、95℃で攪拌する。95℃で36時間後、反応媒体
を冷却し、酢酸エチルに注ぐ。固体の残余物が出現し、それを真空下で濾過し、次いで酢
酸エチルで2回洗浄し、真空下で濾過し、化合物[32]に対応する0.074gの黄色のパウダー
を得る。
【０１８５】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[32]に従う。
【０１８６】
実施例１２：化合物[34]の合成：1-メチル-3-[6-(3-メチル-1H-イミダゾール-3-イウム-1
-イル)ヘキシル-2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル}-1H-3,1-ベンゾイミダゾ
ール-3-イウムクロリドおよび4-メチルベンゼンスルホネート
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【化２５】

【０１８７】
工程１
　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた250mlの三口フラスコ中で、化合物[24](2.
03g,4mmol)、イミダゾール(2.72g,40mmol)を、30mlのアセトニトリル、7mlのジイソプロ
ピルエチルアミン、及び触媒量のヨウ化カリウム(67mg,0.4mmol)と混合する。3時間の還
流の後、反応媒体を冷却し、300mlの酢酸エチルに注ぐ。精製した沈降物を濾過し、酢酸
エチルで洗浄し、最後に真空下で乾かし、1.8gの黄色パウダーを得る。次いでこのパウダ
ーを、34gのDOWEXアニオン交換樹脂で30mlのメタノール中に溶解する。精製した混合物を
24時間環境温度で攪拌する。次いで混合物を濾過し、反応媒体を真空下で濃縮する。精製
した固体をシリカゲルクロマトグラフィーによって精製し、0.86gの化合物[33]を得る(黄
色の固体)。
【０１８８】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[33]に従う。
【０１８９】
工程２
　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた50mlの三口フラスコ中で、化合物[33](0.0
99g,0.2mmol)、メチルp-トルエンスルホネート(0.149g,0.8mmol)を1.5mlのDMPU中に溶解
し、80℃で攪拌する。80℃で9時間後、反応媒体を冷却し、酢酸エチルに注ぐ。粘性の黄
色のオイルが出現し、それを酢酸エチルで2回洗浄する。黄色のオイルを真空下で乾かし
、0.065gの化合物[34]を得る。
【０１９０】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[34]に従う。
【０１９１】
実施例１３：化合物[35]の合成：1-メチル-2-{(E)-[メチル(フェニル)ヒドラゾノ]メチル
}-3-(6-{3-[3-(トリメチルシリル)プロピル]-1H-イミダゾール-3-イウム-1-イル}ヘキシ
ル)-1H-3,1-ベンズイミダゾール-3-イウムジクロリド

【化２６】
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【０１９２】
　温度計を備え、コンデンサーで取り囲まれた50mlの三口フラスコ中で、化合物[33](0.0
99g,0.2mmol)、(3-クロロプロピル)(トリメチル)シラン(0.121g,0.8mmol)、及び触媒量の
ヨウ化カリウムを1.5mlのDMPU中に溶解して攪拌する。95℃で36時間後、反応媒体を冷却
し、酢酸エチルに注ぐ。黄色の沈降物が出現し、それを真空下で濾過し、酢酸エチルで2
回洗浄し、真空下で濾過し、化合物[35]に対応する0.087gの黄色のパウダーを得る。
【０１９３】
　NMRスペクトルとマススペクトルは、予測される生成物[35]に従う。
【０１９４】
実施例１４
染色の実施例
　染色組成物を、以下の割合に従って調製する：
【０１９５】
溶液１

【表１】

溶液２：バッファーpH9.5
【表２】

溶液３：バッファーpH7
【表３】

【０１９６】
　溶液１に上述の直接染料を溶解し(5×10-3mol/l)、当量の溶液２または３（pH7またはp
H9.5）を添加することによって、染料組成物を得る。各組成物を90％の白髪を有する天然
の毛髪の塊に適用する(6gの溶液に対して1gの毛髪)。環境温度で30分後、毛髪の塊をすす
ぎ、標準的なシャンプーで洗浄し、再びすすぎ、乾かす。
【０１９７】
　以下の表に得られた結果が示される
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【表４】

【０１９８】
比較実験
　化合物Ｉ（本発明の範囲外のBasic Yellow 87）と化合物２７によって得られた毛髪の
塊の色を、分光測定器CM 2002 MINOLTA(登録商標)(Illuminant D65)を使用することによ
って測定する。
【０１９９】
　色度は以下の式によって計算される：
Ｃ★＝［ａ★２＋ｂ★２］１／２

　Ｃ★の値が高いと、生成した色はより発色が良い。
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　染料取り込みは以下の式によって計算される：
ＤＥ★＝［（Ｌ★

０－Ｌ★
１）２＋（ａ★

０－ａ★
１）２＋（ｂ★

０－ｂ★
１）２］１／

２

式中、Ｌ★
０、ａ★

０、及びｂ★
０は非染色毛髪の吸光に対応し、Ｌ★

１、ａ★
１、及び

ｂ★
１は染色毛髪の吸光に対応する。　ＤＥ★の値が高いと、染料の取り込みはより大き

い。
【０２０１】
　以下の結果が得られる：
【表５】

【０２０２】
　両者のｐＨの値について、化合物Ｉから得られる色の場合よりも、化合物２７で得られ
た色は有意に発色が大きく、染料の取り込みは大きい。
【０２０３】
　次いで、１０回のシャンプーを実施する（洗いとすすぎ）を含むシャンプーの耐性の試
験に、毛髪の塊を供する。次いで生成した色を上述のＬａｂ系で測定する。
【０２０４】
　以下の結果が得られる：
【表６】
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